


沖 縄 市 の 遺 跡

一第2次分布調査報告書-

一ヽ■へ



あいさつ

本報告書は､平成12年度から翌13年度にかけて行われ

た沖縄市内遺跡詳細分布調査の成果を記したものです｡

あわせて､これまでに蓄積されてきた調査成果の紹介も

行っております｡

市内のどこにどんな遺跡や文化財があるのか､それら

をとおした市の歴史や人々の暮らしの様子はどうだった

のかが､よりよく理解できると思います｡

ご承知のように､遺跡や文化財の調査成果は､先人の暮

らしと文化の原点を探る生きた歴史資料としての重要な

価値をもっており､その望ましい活用のあり方が､郷土愛

を培う起点になるものと信じております｡

本書が文化財保護活動の基礎資料として､また､皆様の

生涯学習の一助として､家庭や学校､職場等において活用

されることを祈念いたします｡

2002年 3月

沖縄市教育委員会

教育長 小渡良一



例言

1 本書は､沖縄市教育委員会が文化庁から補助を受けて実施した ｢沖縄市内遺跡詳細分布

調査｣の調査成果に関する報告書である｡

2 当該分布調査は､沖縄市教育委員会が主体となり実施した｡

3 本報告書では､遺跡のほかに､近世の古島や各集落の主な文化財を取り扱った｡文化財

については､記念物の中でも人が関与したものをあつかった｡従って､名勝地や動物･

地質鉱物等は含まれていない｡

4 本書で使用している地形図は､国土地理院が発行している1/25000地図と､沖縄市役

所が発行している1/2500地図を複製転用したものである｡

5 本書の執筆は以下の通りである｡

1･4-7 比嘉清和

2･9 前田-舟

3･8 宮城利旭

編集は比嘉清和が担当した｡

6 当該分布調査に関わる調査記録や採集遺物等は､沖縄市立郷土博物館にて保管している｡

7 本書に示した遺跡の範囲等は､今後の調査等により変動する可能性があるので､周辺地域

にて開発および住宅建築等を行う場合には､文化財保護法に基づく調整が必要である｡
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1 調査にいたる経緯

本市における遺跡分布調査は昭和 56年度に行われ 『沖縄市の埋蔵文化財』として刊行され

た｡以後 20年が経過する中で､新たに発見された遺跡や記録保存調査による遺跡の消失など

の事例が出てきた｡そのため現時点での遺跡の現況を把握し､文化財保護のための基礎資料を

整備する目的で調査を行った｡

本調査は平成 12年度から13年度にかけて実施された｡実施に当たっては80%の国庫補助

を受けた｡

調査組織

調査主体

調査責任

調査統括

調査事務

調査員

沖縄市教育委員会

沖縄市教育委員会教育長 小渡良一

郷土博物館長 仲本朝彦

副館長兼文化財係長 宮城利旭

学芸員 比嘉清和

比嘉清和

沖縄市文化財調査審議会委員 比嘉賀盛

臨時職員 前田-舟(平成 13年度)

資料整理作業員 臨時職員 普真香

調査協力

池原自治会･登用自治会･知花自治会･松本自治会･美里自治会･越来自治会･宮里自治会･安

慶田自治会･照屋自治会･胡屋自治会･諸兄里自治会･中の町自治会･山内自治会･与儀自治会･

比屋根自治会･高原自治会･大里自治会･東桃原自治会･古謝自治会･越来字詰編集委員会･胡

屋共有会･仲宗根共有会･上地郷友会･泡瀬復興期成会･佐渡山安光･与那嶺正栄･金城武雄･島

袋キク･仲宗穏健昌･仲宗根武雄

調査の方法

これまでの遺跡分布調査の成果を元に､遺跡の現況を確認していった｡さらに､表面踏査によ

り新たな遺跡の発見に努めた｡また､最近では戦争遺跡に代表されるように遺跡の範囲が拡大



しつつあるため､市内の文化財のうち､人々の活動によって残されたものを広く把握するよう努

めた｡

報告書の編集にあたっては､沖縄市における遺跡の変遷がわかりやすいよう時代別に紹介し

ていくことにした｡

近世以降については､考古学上の時代区分概念がないため､時代を一括し､遺跡を中心にし

た構成とした｡そして遺跡をより良く理解するため､｢近世前後の古島と村落移動｣｢民俗の世界

と文化財｣という章立てをもうけた｡近世以降は､史料や現在の人々の暮らしと遺跡とが深く関

わってくるからである｡そのため､例えば戦争遺跡などのように､遺跡だが ｢民俗の世界と文化

財｣に掲載されているものもある｡
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2 沖縄市の位置と環境

位置

沖縄本島(以下､沖縄島とする)は､日本の南西諸島のほぼ中間に位置する｡唯一､日本のな

かで沖縄県は､県全域が亜熱帯の気候に属し､1年の平均気温が21.5℃ ～23.8℃ となってい

る｡

沖縄島の中部に位置する沖縄市は､自然的な地質や地形､植生や土壌から北部と中南部の

特徴をもつと考えられている｡

潮

州
州
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図 1 沖縄と沖縄市の位置





名護層は､複雑に摺曲した泥質千枚岩や緑色岩などが目立つ｡とくに車で恩納村から名護市

へ北上すると西海岸には､黒い岩がゴツゴツとみえはじめてくる｡それが名護層の岩石である｡

嘉陽層は､砂岩､頁岩､硬岩などに特色がある｡ヤンパルの川辺をみた島尻累帯の村びとた

ちは､自分たちのふるさとにある川とちがう景色を目にし､驚きを隠せないだろう｡それは島尻累

帯とヤンパルでみられる川辺や川底に溜まっている土砂が異なり､太陽の光でキラキラと反射

する磯岩や川砂はとても新鮮な風景を味わえる｡ただし､その岩石は伊計島や宮城島や薮地島

などの海岸でもみられる｡石灰岩の岩石を見慣れた子どもたちは､不思議そうに堅い石 (嘉陽層

の亜円磯)を眺めたもので､俗に｢ヤンバルイシ｣とも言っていた体験を記憶する｡その石を手に

とった子どもたちは､その平たい石を海面へ投げこんだり､形の良いものを水槽のレイアウトに

利用したり､貝を割る道具として使っていた｡

嘉陽層の岩石は､沖縄島中南部の先史時代の遺跡にも石器の遺物として多く出土している｡

石器の種類は､たたき石､石斧､すり石などである｡当時の貝塚人たちは､生活の用途に合わせ

て石を加工したのであろう｡その風景は､海岸などに残されているのである｡

島尻累帯は､北側の国頭累帯の天願構造線 (不整合)をもって境され､新生代第三紀 (約

6640万年～現在)に堆積した地層が分布する｡その地層は厚く､浅海ないし半深海相の純海域

で堆積した青灰色シルト質泥岩であると考えられ､地層中に有孔虫､貝､炭化木などの化石を

多産する｡よく村びとは､その泥岩を｢クチャ｣とか｢クチャヌフニ(泥の塊)｣と呼んでいる｡

沖縄市の地層は､国頭累帯 (中生代)と島尻累帯 (新生代)が確認されており､その特徴は沖

縄市の隣接する嘉手納町･北谷町･石川市･具志川市でも同様である｡

天願川の上流の池原と登用から森山原の地域を含む北側では､千枚岩がみられる｡ちなみに

沖縄本島中部以北の地層の特徴は､八重島の一部でもある｡それは嘉陽層の亜円磯が堆積した

地層である｡

与儀と古謝を含む中城湾沿いの低地から沖縄市役所一帯では､クチャ (泥岩)やニービ (砂

岩)が広がっており､これらの地層の上を覆うようにして琉球石灰岩が重なる｡さらに琉球石灰岩

の地層の上には､砂･磯の赤褐色土が堆積する｡その泥岩と琉球石灰岩の間には､多くの湧水が

あり､そこには村の重要な生活の水源地であったり､拝所であったり､貝塚や遺跡があったり､苗

代田がつくられたりする｡

このように､国頭累帯と島尻累帯の境界付近に位置する沖縄市は､北側に千枚岩の地域と南

側に泥岩や砂岩の地域をもつ｡
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地形

沖縄市の地質の特徴は､地形にもあらわれている｡

沖縄市の東側は海岸平野が発達し､背後の丘陵地はゆるやかな地形を形成している｡そこが

沖縄本島中部の東と西を分ける分水嶺となっている｡この嶺は､かつて起きた陥没の影響により､

中城湾が形成されたと考えられている｡航路をつくる際に与那城町の金武湾では､海底から島尻

累帯の泥岩や貝の化石が掘り出された｡その理由から中城湾の海底でも同じ地層をもつと考えら

れる｡

17世紀につくられた正保の琉球国絵図の『琉球囲悪鬼納嶋』をみると､現在の古謝から与儀ま

での低地は､当時の風景を保っていない｡その絵図には｢あせ嶋｣｢あふ嶋｣の地名がみえ､泡瀬

半島はもともと離れ小島で｢ユニ｣と呼ばれる砂州が南東側にのびていたようだ｡また､高原には

｢タクトウイガマ｣(蛸とりをする洞穴)と呼ばれる地名があった｡現在は､国道 329号線沿いに

なっている｡これらの沿岸は､現在と違った広大な干潟を保有していた｡

沖縄市の分水嶺の西側をゆくと､胡屋､仲宗根､八重島､越来､美里､知花などの村々がみえ

てくる｡それらの地域は､琉球石灰岩の森や山が多く､地理学でいうカルスト残丘の景観がみら

れる｡この村々の地名に注目すると､当て字に｢川｣｢田｣の接尾語がつくのは､地形の特徴をとら

えた興味深い地名であろう｡雨によって浸食されたカルスト残丘の地下には､かなりの水源があ

るようだ｡それは､村のなかにイジュン(湧水)が多い事でも位置づけられる｡かつて､室川･八重

島･知花の貝塚人たちは､このような山や崖の割れ目から水源を求めたのであろう｡

図3 カ



沖縄市の村々にとってカルスト残丘の森と山は､重要な聖地の拝所となっている｡それを村び

とたちは､｢シー｣とか ｢グシク｣という接尾語をつけて呼んでいる｡さらに森と山は､村を護る重

要な場所でもあるようだ.『おもろさうし』巻二 (1613)の唄には､｢知花の村の後の霊森に､我は

神に祈らむ､神は我を守り給へ｣とある｡その森と呼ばれる森と山には､村の神が鎮座していたの

であろう｡グシクなる森は､いったい誰が築いたのであろうか｡『おもろさうし』巻二の｢うらおそい

おもろのふし｣にアマミキヨと呼ばれる民たちがグスクを築いたと唄われている｡その民は､沖縄

という地域に大きな影響を与えたようだ｡

沖縄市では､比謝川をこえてさらに北上すると標高が高くなっていく｡沖縄市と石川市と恩納

村の境界には､｢タキヤマパル(森山原)｣と呼ばれ､沖縄市でもっとも高い山(標高201m)があ

り､その森山原の北側からヤンパル特有の山脈がそびえたつ｡折口信夫は､｢やんばらあ｣という

語源を ｢旧日本の祖先が鈴鹿足柄の向ふに屯してゐる住民に感じた如き､恐れとさげすみとを

込めて､称へ出した言葉に違ひなからう｣と考えたが､沖縄市の北限にタキヤマパルという地名

があるのは興味深い｡首里王府の次に編纂された『おもろさうし』巻二の｢中城越采のおもろ｣には､

｢いけばる｣の地名がみえる｡さらに『おもろさうし』のなかにハル(原)のつく地名は､池原が北限

である｡それは､池原を｢イチパル｣と呼ぶ言葉からも重要な意味をもつ｡イチの意味は池でなく､

遠く離れた場所をさす｡つまり､首里王府にとって池原から北側は､｢恐れとさげすみ｣の地域を

さしたと考えられる｡

土壌と植生

土壌の元となる地質や岩石は､種類や色の違いにより異なる｡沖縄市では ｢国頭マージ｣｢島

尻マージ｣｢ジャーガル｣｢ウジマ-｣などが分布する｡これらの土壊は､植生にも強い影響を及ぼ

している｡

国頭累帯に由来する国頭マージは､千枚岩等が風化した酸性の土壌であり､ブナ科のイタジ

イ･ツバキ科のイジュ･ヤコブコウジ科のシマイズセンリョウなどの照葉樹林が発達している｡

白川から池原 ･登川の森では､ヤンパルのような景観を生みだしている｡その森林のなかで､

クロイワックックが鳴く風景は10-11月ごろである｡それをヤンパル地域で体験した島尻で暮

らす村びとたちは､度々驚かせられている｡また､10- 12月ごろにブナ科のイタジイ･マテバシ

イ･オキナワウラジロガシなどは多くの実をつけ､季節感を知らせてくれる｡人間だけでなく､そ

の落下した実をリュウキュウイノシシやケナガネズミなどがよく食べる｡沖縄貝塚時代前･中･後

期(約 5000-2000年前の間)の室川貝塚ではリュウキュウイノシシ･ケナガネズミ･リュウキュ

ウヤマガメなどの骨が出土したが､現在の沖縄市ではそれらの動物は棲息してない｡しかしな
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正保琉球国絵図大正地図 (参謀本部陸地測量部)25,

000分の1図4 地図からみた沖縄市



がら､戦前の登用付近ではイノシシをみかけたと言われている｡この池原や登用の付近では貝

塚時代の遺跡はみつかっていないが､グスク時代 (約700年前)に相当する石城原遺跡(1例)

だけは確認されている｡この地域は､17世紀以降の開拓によって村落が形成されたようだ｡

とくに知花の以北から石川市一帯などは､リュウキュウマツの森林が多い｡それは､どのような

歴史を記録しているのであろうか｡

島尻累帯に由来する島尻マージは､琉球石灰岩が風化した土壌であるとか､大陸からの季節

風 (黄砂)も含めて周辺の土砂が風化した土壌であると考えられている｡その土層は浅く､保水

力が弱く､早魅の影響を受けやすい｡そのために大里 ･仲宗根 ･登用･池原などの｢雨乞祭｣や上

地の旗頭の｢五風十雨｣は､土壌の特質を物語っている｡

国頭累帯の環境で暮らす池原 ･登用 ･知花などの村びとは､島尻累帯の古謝から与儀までの

土壌を実見して驚いたようだ｡その海岸平野の一帯は､クチャ (泥灰岩)の風化によって生成さ

れた土壌がみられる｡それをジャーガルと呼び､県内で最も肥沃な土壌であり､保水力が著しく

強く､比較的に養分が多いと知られている｡アルカリ性でしかもカルシュウムを多く含むクチャは､

髪のしなやかさを保つという人気でシャンプーの代用として使われていた｡おそらく､古謝の地

名はクチャの語源から転靴したと考えられる｡

北中城村の渡口を含む沖縄市の大里 ･与儀 ･胡屋 ･古謝の一部などでは､沖縄本島中南部の

特徴をもつニービ (砂岩)がみられる｡その風化した土壌はウジマ-と呼ばれる｡とくに堆積層は

防空壕や掘り抜き墓を採用するが､ニービヌフニ (骨のような硬砂岩)は加工研磨して碑文や拝

所の神の象徴に多用されている｡

これらの島尻マージの森は､トウダイグサ科のアカギ､ブナ科のアマミアラカシ､クスノキ科

のヤブニッケイ､常緑広葉樹林の特徴をもち､ホルトノキ科のホルトノキなどの高木､サトイモ

科のクワズイモ ･ムサシアブミ､カニクサ科のカニクサなどが林床にみられる｡とくにアコウは沖

縄市の代表的な植物のひとつである｡それは､沖縄市の方言でウスクギーと称されているが､

『琉球国由来記』(1713)の沖縄市関連をみると､｢オソクヅカサノオイベ｣という神名のついた拝

所がある｡その｢オソク｣はウスクの意で､拝所の周辺にはアコウの樹木が生えていたのであろう｡

沖縄の植生をみる場合には､リュウキュウマツとイタジイとイジュの順序で古さを求められる｡

リュウキュウマツの育成は早く､かつて何らかの伐採や開発が行われたであろうと推測できる｡
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3 沖縄市の文化財行政

1.開発と遺跡の係わり

本市の遺跡は､消滅したのも含めて28件確認されている｡遺跡の確認は､仲宗根貝塚が戦

前(昭和8年頃)に行われ､残りは戦後である｡遺跡の保存は､戦後～1990年代の諸開発によっ

て多大な影響を被り､現状も様々でその中には消滅した遺跡もある｡このような背景の下に遺跡

の発掘調査が行われてきた経緯がある｡発掘調査の概要は各遺跡の説明に委ね､本項では大

まかに述べる｡以下では､発掘調査の動向､開発と遺跡の係わりを紹介する｡

1)発掘調査の動向

1%0年代:仲宗根貝塚､本市最初の発掘調査

1980年代:竹下遺跡･知花遺跡群･白川屋取集落跡･越来グシク跡等の発掘調査

1990年代:津嘉山森遺跡･馬上原遺跡･室川貝塚東地区

室川貝塚崖下地区･八重島貝塚崖上等の発掘調査

2)開発と遺跡の係わり

開発名

基地建設

コーラル採掘

都市区画整備

ホテル建設計画

遺跡名(開発年代/保存状況)

越来グシク(戦前､1945年以前/部分的に残存?)

仲宗根貝塚(1950年代前後/部分的に残存?)

馬上原遺跡(1950年代前後/ 〝 ′′ ?)

越来グシク(1950年代前後/部分的に残存?)

白川屋取集落跡(1980年代前半/僅かに残存)

知花遺跡群(1950年代前後/僅かに残存)

明道遺跡 (〝 〝 / 〝 〝)

馬上原遺跡(1S60年代前後/ 〝 〝 )

仲宗根貝塚(1S60年代前後/部分的に残存?)

津嘉山森遺跡(1970年代頃/ 〝 〝 )

室川市営団地建設 室川貝塚(1%0年代頃/部分的に残存)

学校建設 明道遺跡(1970年代後半/消滅)

沖縄自動車道建設 竹下遺跡(1980年代前半/消滅)

知花遺跡群(〝 〝 / 〝 〝)
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レジャーランド建設 津嘉山森遺跡(1990年代前半/僅かに残存)

沖縄市総合庁舎建設 馬上原遺跡(1990年代前半/消滅)

個人住宅建設

室川貝塚東地区(1990年代前半/消滅)

室川貝塚崖下地区(1990年代前半/消滅)

室川貝塚中心部(1990年代前半/保存及び歴史公園整備)

越来グシク発掘調査(1980年代後半/僅かに残存)

八重島貝塚崖上(1990年代前半/部分的に残存)

*開発時期は､年度が分かるのもあるが殆どは不明なので､大まかな年代を表示｡

2.文化財行政の動向

本項では､文化財行政の歩みを述べる｡紹介の年度は､潮って確認が可能な昭和53年度～

平成13年度までとする｡作成は､係わった関係者からの聞き取り､文化財調査報告書､教育年

報､文化財事業の年度綴等を参考に行った｡以下では､最初は事務的な事に触れ､後半は各年

度の主な業務の動向を紹介する｡

1)事務的な動向

●文化財保護法関係の制定

｢沖縄市文化財保護条例｣｢沖縄市文化財調査審議会規則｣(昭和50年度制定)

｢沖縄市文化財保護条例施行規則｣(昭和52年度制定)

●主管課

昭和53-57年度:社会教育課

昭和58-62年度:文化課

昭和63-現在:沖縄市立郷土博物館

●体制

昭和53年度:文化財担当は社会教育主事等が兼務

昭和54年度:文化振興と文化財を兼務する担当職員を採用

昭和55年度:文化財の担当職員を採用(文化財業務と沖縄市立郷土博物館の開館準備)

平成11年度:文化財の学芸員を採用

2)業務の動向

●主な調査
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(∋埋蔵文化財調査 ④民俗調査 (夢開発に伴う調査 (も記念物調査(植物･野鳥･地質)

④建造物調査

●文化財指定(史跡･民俗文化財)

●民俗･考古･建造物･記念物等の報告書の発刊

●普及活動

アジマ-展､中学校の総合学習との連携､文化財めぐり､その他

●文化財維持管理及び環境整備

文化財清掃､室川貝塚｢歴史公園｣整備､ふるさと園､説明板及び標柱等

●文化財パトロール

*業務としては､大まかに上記のように区分される｡以下では､各年度の主な動向を述べる｡

《昭和53年度》

①民具資料収集

④室川貝塚範囲確認調査

(釘文化財指定 泡瀬の京太郎(民俗文化財)

●『沖縄市の文化財第 1集』昭和54年
●文化財調査報告書第1集『室川貝塚』昭和54年3月(1979年)

《昭和54年度》

(∋鬼大域の墓調査

④尚宣威王の墓調査

(夢第1回民俗資料展の開催/会場:琉米親善センター

④内喜納登窯跡の覆屋根保護

●『第1回民俗資料展要項』
●文化財調査報告書第2集『鬼大城の墓』昭和55年3月(1980年)

●文化財調査報告書第3集『尚宣威王の墓』昭和55年3月(1980年)

《昭和55年度》

①市内集落の文化財分布基礎調査

(夢文化財指定 鬼大城の墓 カフンジャー橋(2件･記念物)
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《昭和∈浴年度》

①沖縄市市内遺跡詳細分布調査(第一次)

④ 〝 〝ハジチ調査

(釘王府おもろ五曲七節の収録調査

●文化財調査報告書第4集『沖縄市の埋蔵文化財』昭和57年3月(1982年)

《昭和57年度》

①｢宅地分譲住宅計画｣に伴う室川貝塚周辺(旧パレス会館東側の斜面)の埋蔵文化財確認調査

●文化財調査報告書第5集『王府おもろ』五曲七節 昭和58年3月(1983年)

《昭和58年度》

▲主管課が社会教育課から文化課へ移行､昭和62年度まで同一組織0

①山内谷の植物記録保存調査

(9｢室川市営団地 集会所建設計画｣に伴う室川貝塚本体南側の埋蔵文化財確認調査

●『沖縄市史跡めぐり』昭和58年

《昭和59年度》

(∋下仲宗根門中の墓調査

④白川屋取集落跡の記録保存発掘調査

(夢白川屋取集落跡の植物記録保存調査

④竹下丘陵の植物記録保存調査

④文化財パトロール

④文化財清掃(沖縄市シルバー人材センターへ委託)

●文化財調査報告書第6集『下仲宗根門中の墓調査』昭和60年3月(1985年)

●文化財調査報告書第7集『白川屋取集落』昭和60年3月(1985年)

《昭和60年度》

①｢個人住宅建設｣に伴う越来グシク跡の記録保存発掘調査

④キャンプへ-グ跡の植物調査

(む沖縄市立ふるさと園移築事業

④文化財パトロール
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l- -

(む文化財清掃

●自然調査報告書第1集『山内谷の植物』昭和61年3月(1985年)

《昭和61年度》

①越来グシク跡の範囲確認調査

(夢｢沖縄市総合庁舎建設計画｣に伴う旧沖縄市役所庁舎一帯の埋蔵文化財確認調査

(釘市内の古民家分布調査

(も沖縄市立ふるさと園移築事業

(む文化財パトロール

@文化財清掃

●文化財調査報告書第8集『針突一美里地区-』昭和62年3月(1987年)

●文化財調査報告書第9集『ふるさと園復元概報』昭和62年3月(1987年)

●文化財調査報告書第10集『泡瀬の京太郎』昭和62年3月(1987年)

《昭和62年度》

①｢瑞慶山ダム改修工事｣に伴う倉敷集落跡確認の分布調査

④文化財パトロール

③文化財の説明板･標柱･道標等の設置｡その後平成12年度迄随時､立て替え･新設･修繕等の

維持管理を実施

(む沖縄市立ふるさと園管理(沖縄こどもの国へ委託)

④文化財清掃

●文化財調査報告書第11集『越来城』昭和63年3月(1988年)

《昭和63年度》

▲主管課が文化課から博物館へ移行､平成13年度現在に至る｡

①｢個人住宅建設｣に伴う満喜世遺跡周辺の埋蔵文化財確認調査

@｢沖縄市総合庁舎建設｣に伴う室川貝塚本体周辺の範囲確認調査

④｢ゴルフレンジ建設｣に伴う津嘉山森遺跡の範囲確認調査及び古墓の記録保存調査

④｢ゴルフレンジ建設｣に伴う津嘉山森遺跡一帯の植物記録保存調査

④比屋根湿地の野鳥観察

④文化財パトロール
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⑦沖縄市立ふるさと園管理

(む文化財清掃

●自然調査報告書第2集『竹下丘陵の植物』昭和63年3月(1989年)

《平成元年度》

①｢沖縄市総合庁舎建設｣に伴う室川貝塚本体周辺の範囲確認調査

(釘｢沖縄市総合庁舎建設｣に伴う旧パレス会館一帯の埋蔵文化財確認調査

④｢沖縄市総合庁舎建設｣に伴う室川貝塚東地区の記録保存発掘調査

④｢沖縄市総合庁舎建設｣に伴う室川貝塚崖下地区の記録保存発掘調査

(む｢個人住宅建設｣に伴う八重島貝塚崖上の記録保存発掘調査

(む｢沖縄市総合庁舎建設｣に伴う馬上原遺跡(室川貝塚崖上)の記録保存発掘調査

①｢沖縄市総合庁舎建設｣に伴う室川貝塚一帯の植物記録保存調査

(むわらべ歌調査(登川･越来･富里･与儀･古謝)

@旧美里地区の民話調査

⑩市内緑地帯生物調査

⑪比屋根湿地の野鳥観察

⑲文化財パトロール

⑯沖縄市立ふるさと園管理

⑭文化財清掃

《平成2年度》

①｢沖縄市総合庁舎建設計画｣に伴う室川貝塚崖下地区の記録保存発掘調査

④｢沖縄市総合庁舎建設計画｣に伴う馬上原遺跡(室川貝塚崖上)の記録保存発掘調査

④旧コザ地区の民話調査

(彰比屋根湿地の野鳥観察

(む池原の美池自練西方一帯の植物調査

④文化財パトロール

①沖縄市立ふるさと園管理

④文化財清掃

●文化財調査報告書第12集『針突-コザ地区-』平成3年1月(1991年)
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《平成3年度》

①博物館常設展示の模様変えに伴う各種調査及び展示作業等の応援

④文化財台帳に伴う民俗調査(6件)

(釘民話補足調査

④比屋根湿地の野鳥観察

④文化財パトロール

④沖縄市立ふるさと園管理

⑦文化財清掃

●文化財調査報告書第13集『津嘉山森遺跡調査概報』平成4年3月(1992年)

●文化財調査報告書第14集『池原･登川わらべ歌』平成4年3月(1992年)

●文化財調査報告書第15集『沖縄市文化財一覧及び分布図』平成4年3月(1992年)

●自然調査報告書第3集『キャンプへ-グ跡の植物』平成4年 1月(1992年)

《平成4年度》

①文化財台帳に伴う民俗調査(4件)

④カフンジャー橋の発掘及び実測調査

(釘わらべ歌調査(高原･山内･泡瀬第 1･3)

(む比屋根湿地の野鳥観察

伝)第 1回｢アジマ-展｣(開催地:美里自治会/自治会と共催の文化財移動展)

(む文化財パトロール

①沖縄市立ふるさと園管理

(夢文化財清掃

●文化財調査報告書第16集『カフンジャー橋』平成5年3月(1993年)

●文化財調査報告書第17集『室川貝塚』平成5年3月(1993年)

●沖縄市文化財啓発資料第 1集『文化財めぐり』平成5年3月(1993年)

《平成5年度》

①歴史公園 (室川貝塚)整備事業 (事業費及び工事の主管は総合庁舎建設室､協議等を行って

実施)

④ ｢嘉手納飛行場基地内の埋設ケーブル工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

(釘｢嘉手納飛行場基地内の施設立て替え｣に伴う埋蔵文化財確認調査
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④文化財指定に伴う実測及び聞き取り調査(3件)

桓)文化財台帳に伴う民俗調査(3件)

④わらべ歌調査(比屋根･泡瀬･胡屋･仲宗根)

(う美里ジュリグヮ-松移植に伴う記録保存調査

(参上ヒ屋根湿地の野鳥観察

@第 2回｢アジマ-展｣(開催地:池原自治会/自治会と共催の文化財移動展)

⑩文化財パトロール

⑪沖縄市立ふるさと園管理

⑲文化財清掃
一

●文化財調査報告書第18集『与儀･比屋根わらべ歌』平成 5年11月(1993年)

●沖縄市文化財啓発資料第2集『むかしぼなし』平成6年 3月(1994年)

《平成6年度》

(∋文化財指定に伴う実測調査(5件)

@｢個人住宅建設｣に伴う知花焼き窯跡の埋蔵文化財確認調査

(夢わらべ歌調査(胡屋･仲宗根)

④文化財台帳に伴う民俗調査(4件)

①比屋根湿地の野鳥観察

@ ｢嘉手納飛行場基地内の建設工事｣に伴う文化財分布調査(3件)

①第3回｢アジマ-展｣(開催地:胡屋自治会/自治会と共催の文化財移動展)

(む文化財移動展(2件)①開催地:海瀬文化祭り②開催地:美里小学校PTA文化祭

④文化財パトロール

⑲沖縄市立ふるさと園管理

⑪文化財清掃

⑩文化財指定 美里セ-クガ- 美里ヒ-ジャガー(2件･記念物 )美里の轟(民俗文化財)

●文化財調査報告書第19集『池原･登川のわらべ歌』平成7年 3月(1995年)

●沖縄市文化財啓発資料第 3集『古代の沖縄市』平成7年3月(1995年)

《平成7年度》

(∋｢嘉手納飛行場基地内の建設工事｣に伴う文化財分布調査(2件)

④｢嘉手納飛行場基地内の旧日本軍格納庫跡西側一帯の施設建設工事｣に伴う埋蔵文化財確認
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l~日

調査

(釘｢嘉手納飛行場基地内のステアリーハイツ小学校北側一帯の施設建設工事｣に伴う埋蔵文化

財確認調査

④比屋根湿地の野鳥観察

④第4回｢アジマ-展｣(開催地:城前自治会/自治会と共催の文化財移動展)

(む文化財移動展(1件)①沖縄銀行コザ十字路支店

⑦文化財パトロール

④沖縄市立ふるさと園管理

④文化財清掃

《平成8年度》

①｢嘉手納飛行場基地内の建設工事｣に伴う文化財分布調査(3件)

(夢｢嘉手納飛行場基地内の管理棟建設工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

④｢泡瀬通信隊の埋設物建設工事｣に伴う文化財分布調査

(も比屋根湿地の野鳥観察

④第5回｢アジマ-展｣ふるさと園開園10周年記念･バーキ作り(開催地:ふるさと園)

(む越来中学校3年生の選択教科(文化財体験学習)

(う文化財パトロール

(釘沖縄市立ふるさと園管理

④文化財清掃

⑩文化財指定 室川井 室川貝塚 奉安殿 忠魂碑(4件･記念物)

●文化財調査報告書第20集『室川貝塚 崖下地区』平成9年1月(1997年)

●沖縄市文化財啓発資料第4集『文化財めぐり』平成9年3月(1997年)

《平成9年度》

①｢嘉手納飛行場基地内の建設工事｣に伴う文化財分布調査

@文化財台帳に伴う民俗調査(3件)

④胡屋･仲宗根民俗地図作成に伴う分布及び聞き取り調査

@｢室川市営団地建設｣に伴う埋蔵文化財確認調査

④比屋根湿地の野鳥観察

④第6回｢アジマ-展｣バーキ作り(開催地:ふるさと園)

25



①越来中学校3年生の選択教科(文化財体験学習)

④文化財パトロール

(釘沖縄市立ふるさと園管理

⑲文化財清掃

●文化財調査報告書第21集『池原のウスデーク』平成10年3月(1998年)

《平成10年度》

①花織文化財指定に伴う聞き取り調査

④｢嘉手納飛行場基地内の建設工事｣に伴う文化財分布調査(2件)

④｢嘉手納飛行場基地内のいしぐむや一橋一帯の建物建設工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

④｢嘉手納飛行場基地内のいしぐむや一橋一帯の建物建設工事｣に伴う古墓分布調査

(む｢嘉手納飛行場基地内の滑走路南側一帯の建物建設工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

④｢泡瀬通信隊の埋設物建設工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

(う｢仲宗根共友会館建設｣に伴う仲宗根貝塚範囲確認調査

④｢八重島貝塚一帯の畑不発弾確認の磁気探査｣に伴う範囲確認調査

④比屋根湿地の野鳥観察

⑲第 7回｢アジマ-展｣バーキ作り(開催地:ふるさと園)

⑪文化財パトロール

⑲沖縄市立ふるさと園管理

⑯文化財清掃

《平成11年度》

(∋｢キャンプズケラン基地返還後の跡地利用｣に伴う文化財分布調査

(夢｢キャンプシールズ基地内の建設工事｣に伴う文化財分布調査

④｢嘉手納飛行場基地内の建設工事｣に伴う文化財分布調査(4件)

④｢嘉手納飛行場基地内の滑走路南側一帯の建物立て替え工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

④｢室川市営団地建設｣に伴う埋蔵文化財確認調査(2件)

(む石垣市登野城小学校の｢奉安殿｣予備調査

①比屋根湿地の野鳥観察

(釘第8回｢アジマ-展｣(開催地:古謝自治会/自治会と共催の文化財移動展)

④文化財パトロール
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⑲沖縄市立ふるさと園管理

⑪文化財清掃

●文化財調査報告書第22集『馬上原遺跡』平成12年3月(2000年)

●文化財調査報告書第23集『むかしぼなし』平成12年3月(2000年)

●文化財調査報告書第24集『沖縄市文化財一覧及び分布図(改訂版)』平成12年3月

(2000年)

《平成12年度》

①市内遺跡詳細分布調査(文化庁補助事業/第二次)

④｢嘉手納飛行場基地内の建設工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

(釘｢満喜世遺跡擁壁工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

(否越来西森周辺の古墓分布調査

④｢上地アジマ-展｣に伴う竹細工聞き取り調査

④宮古島｢魚垣｣調査

①比屋根湿地の野鳥観察

(夢文化財パトロール

⑨沖縄市立ふるさと園管理

⑩文化財清掃

⑪第9回｢アジマ-展｣バーキ作り(開催地:上地郷友会･中の町自治会との合同)

⑭文化財指定 知花花織馬乗上着･知花花織馬乗袴･知花花織ウッチャキ(民俗文化財)

●文化財調査報告書第25集『越来･美里のわらべ歌』平成13年3月(2001年)

《平成13年度》

①市内遺跡詳細分布補足調査(文化庁補助事業)

(夢｢嘉手納飛行場基地内の将校宿舎建設工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査

④｢嘉手納飛行場基地内の家族住宅建設工事｣に伴う埋蔵文化財確認調査(2件)

(む古木調査

④市内拝所の植物調査

④比屋根湿地の野鳥観察

①文化財パトロール

(夢沖縄市立ふるさと園管理
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⑨文化財清掃

⑲ふるさと園修繕 高倉差茅(平成4年度以降4回実施)

⑪ ′′ ′′ 畜舎瓦漆喰塗り

⑲ ′′ ′′ アサギ′′′′

⑯遺跡及び拝所等への説明板設置45件 (内訳 :当教育育委員会30件､他機関15件平成14年

2月1日現在)

⑭ ′′ ′′ 標柱設置33件(平成14年2月1日現在)

⑯文化財指定53件(内訳:市指定12件･県指定32件･国指定9件)

●文化財調査報告書第26集『むかしぼなしⅠ』平成14年3月(2002年)

●文化財調査報告書第27集『むかしぼなしⅡ』平成14年3月(2002年)

●文化財調査報告書第28集『沖縄市の遺跡一第2次分布調査報告書-』平成14年 3月

(2002年)

●文化財調査報告書第29集『山内･諸兄里のわらべ歌』平成14年3月(2002年)
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旧石器時代



4 旧石器時代の遺跡

旧石器時代とは､今からおよそ 1万年以上前､氷河期の終わりに相当する時代のことをいう｡

気温は現在よりも7-8度低く､少し肌寒いくらいであった｡

沖縄は石灰岩土壌のため人骨が化石化しやすく､他府県に比べて多くの洪積世人骨が発見さ

れている｡那覇市の山下町洞人(約 32000年前)や具志頭村の港用人(約 18000年前)などが

その代表としてあげられる｡

最近の研究では約2万年前頃に大陸と陸続きになったことが明らかになっており､その頃に

舟や徒歩で沖縄へ渡ってきたと考えられている｡

しかし､この時代の人々が使用した道具がまだ発見されていないため､具体的にどのような生

活を行っていたかは分かっていない｡

1 桃原洞穴遺跡
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桃原洞穴遺跡



沖縄貝塚時代



5 沖縄貝塚時代の遺跡

沖縄の先史時代は沖縄貝塚時代と呼ばれる｡この理由として､本土の縄文文化の影響を受け

つつも独自の発展を遂げたことと､弥生文化を特徴づける稲作が認められないことなどが挙げら

れる｡

沖縄貝塚時代は早･前･中･後の四期に分けられ､貝塚時代早期が縄文時代早期～中期にあ

たり､貝塚時代前 ･中期がそれぞれ縄文時代後 ･晩期に相当する｡貝塚時代後期は弥生～平安

時代に相当する｡近年では､貝塚時代早･前･中期を縄文時代と呼ぶようになりつつある｡

貝塚時代早期は､まだ沖縄の人口も少なかったようで遺跡数はあまり多くない｡

貝塚時代前期になると遺跡数も増え､沖縄独自の土器文化が発達する｡そして蝶型骨器にみ

られるような精神文化も発達した｡

貝塚時代中期になると人々は石灰岩台地へと移動し､貝塚の形成が少なくなる｡

貝塚時代後期には､県内の西海岸を中心に､主に九州と貝交易を行うようになる｡市内では室

川貝塚から弥生土器片が出土するのみである｡また後期後半には内陸部の洞穴などで生活する

ようになり､この時期になって市内に再び遺跡が出現する｡

2 津嘉山森遺跡

3 室川貝塚

4 仲宗根貝塚

5 馬上原遺跡

6 八重島貝塚

7 知花遺跡

8 明道遺跡

9 富里川原貝塚

10 八重島茶城原遺物散布地

11 泡瀬地先遺物散布地

12 那志原遺跡

13 上地長次原遺跡

14 インジングシク
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室川貝塚

仲宗根貝塚および馬上原遺跡の立地する石灰

岩台地は､北側で落差 10mの崖となり､その先は緩やかな斜面となっている｡その緩斜面に室川貝塚が立地する｡標高は



仲宗根貝塚 地図 13

沖縄市役所の南東にある仲宗根御願周辺に形成

された遺跡である｡遺跡一帯は戦後に米軍基地として接収されていた｡基地解放後

の1956年､琉球政府文化財保護委員会によって史跡に指定された｡



八重島貝塚

沖縄市民 会



知花道跡 地図5

知花



馬上原遺跡 地図13

二二畢 挙欝E

I.tI三愚考紛 議遮夢帯革標高 110mの石灰岩台地に立地する｡北東側は崖となり､直下

に室川貝塚がある｡南東には仲宗根貝塚があり､わずか 1

50mしかはなれていない｡本遺跡は室川貝塚の記録保存調査に伴って発見された｡竪穴

住居跡が二基検出され､貝塚時代中期のものと考えられている｡また､出土遺物は土器と石器に限られている
｡

津嘉山森遺跡

地図21路津嘉山森遺跡は､古謝集落の北600mの地点に位置する｡標高1

00mのクチャの丘陵に石灰岩が乗っており､一帯は具志川市との境界になっている｡その石灰

岩の付近から､沖縄貝塚時代の室川下層式土器やグスク

土器などが表採されている｡1988年に開発に伴う試掘調査が行われたが､具志川市側も含めて遺構や遺物包含



明道遺跡

早

県立美里高校の裏手
､
標高70mの石灰岩丘陵に立地していたが､
採石により破壊された と

考えられる
｡
貝塚時代中期の土器が表採されているが
､
その後の分布調査では確認できてい な

い
｡
今回の分布調査でも確認できなかった

｡富里川原貝塚 地図 1

3?E誓慧一息叢 温 ミ

沖



八重島茶城原遺物散布地 地図 10

八重島貝塚の南方 150mにある石灰岩丘陵上に､伊波･

荻堂式と見られる土器の粒が散布してい

る｡泡瀬地先遺物散布地

地図22L:卓) 〝〝 孝 .望 ト ,h L
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那志原遺跡 地図10

鰭八重島貝塚より北東へ350mの地点にある｡越采と八重島の問を流れる比謝川支流 (セ-シ

ジャー川)沿いに石灰岩の断崖が連なっており､その岩陰にある｡

貝塚時代後期の土器が散見されていたが､後世に墓として利用されているため､内部の確認

は困難な状況となっている

｡上地長次原遺跡

I

【'1l､?'-l
.T7711･ちiL',,I.
,:II,I.PJ-I,L'こ/72;?.
二II.･lTL･ll～.b,'

2本遺跡は嘉手納基地内にあり､第二ゲートより北方300mの地点に位置する.比謝川支流に

面した標高90m台の石灰岩の岩陰に立地している｡貝塚時代前期から後期の土器が表採され

ている｡



インジングシク 地図 10



グスク時代



6 グスク時代の遺跡

琉球列島にはグスクと呼ばれる城塞的遺構が存在する｡考古学の時代区分では 12世紀から

15世紀までをグスク時代と呼称しており､文献史の古琉球時代に相当する｡

グスク時代の特徴として､本格的な農耕の開始･金属器の使用･中国を主とした対外貿易の活

発化･先島諸島との文化的統一化などがあげられる｡

当時の沖縄をとりまく東アジアの時代状況をみると､10世紀に宋を中心とした東アジア交易

体制が発展し､12世紀には日宋貿易が行われるようになる｡

このころから､長崎県で製作された滑石製石鍋や､奄美の徳之島で生産された類須恵器や､

中国製陶磁器が流通するようになる｡14世紀以降になると進貢貿易も始まり､現在の沖縄を特

徴づける様々な文物がもたらされた｡

グスクは県内に300近く分布するが､その性格はまだ明らかにされていない｡

なお､現在では ｢グスク｣が考古学的遺構をさす用語として広く用いられているが､本書で紹

介するグスクの名称については地元での呼び名を掲載することにした0

15 越来グシク

16 知花グシク

17 竹下遺跡

18 満喜世遺跡

19 与儀遺跡

20 与儀御願所遺物散布地

21 比屋根遺跡

22 大里エーヤマ遺跡

23 石城原遺跡

24 センター公園内遺物散布地

25 天之岩戸向洞穴遺跡

26 アマグシク跡

2 津嘉山森遺跡

4 仲宗根貝塚
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越来グシク 地図9

越来グシクは､尚泰久や尚宣威 の



口

越来グシクの範囲

このように繁栄を誇っていた越来グシクであるが､道路工事のための石材調達や戦後の基地

建設などで地形の大半を失い､現在では約8分の1程度しか残っていない｡
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知花グシク 地図5

知花



竹下遺跡 地図5

知花



竹下遺跡 地図5



満喜世道跡 地図 19

満喜



与儀遺跡 地図 17

与儀集落内､上殿の周辺に形成された遺跡である｡上殿周辺は標高29mの小高い丘となっ

ており



比屋根遺跡

比屋根集落の北側､標高47mの小高い丘の上に位置する｡青磁やグスク土器などの遺物が表

探されており､南西部に広がる畑でアラスジケマンガイを大量に含む遺物包含層が確認できる｡遺跡内には門中の屋敷跡が残っており､ここから集落が発展し



石城原遺跡

倉敷ダム公園内､入口左手の丘陵一帯である｡陶磁器片が数点表採されている｡センター公園内遺

物散布地センター公園はコザ小学校の南西に近接しており､標高 110mの石灰岩の小丘陵をなし

ている｡丘陵の頂上付近からグスク土器の小片が表採できる｡しかし遺物散布の密度は少ない｡



天之岩戸向洞穴遺跡 地図 10

皇 室 =fii･:-:-if.:-:沖縄市民会館の東方約500mに位置する｡標高 100

mの石灰岩丘陵の鞍部に洞穴がいくつかあり､本遺跡はその内の一つである｡本遺跡から類須

恵器やグスク土器が出土することが多和田氏により報告されているが､洞内はコングノートで塗

り固められ､確認することはできない｡アマグシク跡



近世以降



7 近世以降の遺跡

近世以降には考古学の時代区分概念はない｡よって考古学的方法により確認できる遺構 ･遺

物を中心に取り扱うことにする｡

沖縄の古窯には古我知窯･書名窯･知花窯･湧田窯などがあり､いずれもグスク時代に中国南

部や東南アジアの影響を受けて生産されたといわれている｡

1616年になると､王府が朝鮮陶工を呼び寄せて技術指導にあたらせている｡その背景として､

島津氏による貿易統制により島内産業を振興する必要があったためといわれている｡

1682年には知花窯･宝口窯･湧田窯の3ヶ所の窯場を統合し､壷屋窯とした｡壷屋焼きは､窯

場が壷屋から移転した現在でも生産が続けられている｡

27 知花焼窯跡

28 内喜納登窯
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知花焼窯跡 地図5

路知花集落内にある｡標高約50mで､すぐ西側を比謝川が流れている｡壁面で陶片が確認でき

る地点があるものの､窯の跡なのかはまだ確認できていない｡一帯にはチブヤヌサチ-(壷屋の

先)という地名が残っている

｡内書名登窯 地図2

3沖縄葬祭場内にある｡大正末期に那覇の壷屋から移った島袋氏によって構築された｡昭和初

期までの短い期間の操業であった｡現在では天井部が損壊しているが､壁面は残っている｡長さ

約9m､幅約3mで､天井の高さは約 1.2-1.5mと推定される



8 近世前後の古島と村落移動
一沖縄市の事例-

1.はじめに

グスク時代から近世にかけ形成された ｢村落発祥地｣のことを､古島 ｢フルジマ｣とか元島 ｢ム

トウジマ｣と言う｡現村落近辺か､もしくは離れた場所に遺跡が立地する｡字登用では後者で呼ば

れているが､ここでは前者の呼称を用いる｡

沖縄県下における近世の村落移動を分布調査によって報告している文献は少ない｡高原三郎

氏による昭和初期の調査では､172例(15は廃村)と報告されている(註 1)｡当時､172例中で

現存する村 157の内93例は ｢南島式村落｣(碁盤型を形成､井然型村落とも称す)であったと

述べている｡高原三郎氏以降､県内の村落移動分布を現地調査によって把握し提示したのは､

仲松弥秀氏である｡仲松弥秀氏は沖縄諸島を主体に､北は奄美､南は先島をくまなく歩いて村

落の調査を行っている｡地理学と民俗学の観点から村の立地と移動及び村落構造について､拝

所と祭祀をとおして解明しており､『古層の村 沖縄民俗文化論』(1977年)の名著は有名であ

る｡仲松氏以降のフィールド調査は､沖縄大学｢沖縄学生文化協会｣によって､考古学 ･民俗学 ･

地理学等から｢村落構造と変遷｣を視点とした精力的な調査が行われている｡

移動村落とその形態については､発祥地､移動前の村落形態､それがいつの時代に現在地に

移動を行ない､どのような要因で村の形態が形成されたか等の分析は充分に行われてない

(註 2)0

一般的には､村の疲弊､農業生産力の低下､風水の係わりなど､当時の首里王府による政策

だと言われている｡県内の村落移動は 18-19世紀に多い｡1736年に奈温は三司官となり､就

任後は､琉球の人口増加に伴い耕地を増やし生産を増大する意図のもとに､新しい村の形成､

または移動と分村等を推進した(註 3)｡このために耕作地と生産が増えたと言われている｡

本市において確認している事例は9例､ここでは戦前､旧美里間切に属していた石川市は除

き､現在の市域に限定する｡把握は､現場踏査､伝承､文献､金石文等から行った｡村落規模､

発祥年代､移動年代､移動理由等が分かるのは述べ､不明なのは省略する｡

2.村落移動の事例

1)池原

登用区『祝 220周年』と登用の古老の談では､現在の場所へ村落を形成するまでに村を2回
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移している(註4)｡発祥地は｢登用のスクブウタキ｣北側になり､年代は近世前後(後述 ･登川と

の兼ね合いから)と推察している｡この一帯は戦後米軍基地が造られ､解放されて数 10年後の

1980年代末頃に都市区画整理事業が行われている｡度重なる土地造成によって地形が変貌し､

更には宅地化が著るしいため､古島の跡は確認できてない｡

次の村落は､登川自治会の公民館東側約 150mに位置する｢ウズミグムイ跡｣近辺に形成し

ている｡ここでの存続期間は不明で､その後再び移動を行い現在地に定住する｡当地での古村

落は所在する拝所が神アサギ周辺に多く分布するので､この近辺と推察している｡景観は不井

然型村落を形成し､後々､数 100年を経て村落域が徐々に広がり現在に至ったと思われる｡

発祥地から現在地に至るまでの移動を簡略化すると

(発祥地)登川のスクブウタキ北側

J

登川のウズミグムイ近辺

J

(現在地)池原の神アサギ周辺

2)豊川

登用区『祝220周年』と古老の談では｢北美小学校｣一帯に位置する｡北東200m余離れた池

原から7世帯が移住し最初の村が形成された｡移住理由は､この付近の道を往来する人達が｢フ

エーレェ- (追いはぎ)｣に度 襲々われ被害が続発したので､その対策のためだと言う｡その後､

1739年に池原から更に7世帯を加わえ､本格的な村落移動が現在地に行われている｡移動に

際しては､当時の時代背景を加味すると首里王府の政策等も考えられる｡

移動後の村落の特徴は､次のように略述される｡

①村落の区画は典型的な井然型村落｡

(夢村落の四カ所にヨスミノカド(四隅の角)を配置Oそれぞれニービ石(微粒砂岩)を埋設.

この範囲が移動当初の村落範囲｡

(む移動は風水師が係わっている｡

④村落移動に係わったと思われる役職名及び姓等が記された｢登川碑(分村碑)｣の設置｡

3)知花

倉敷ダム管理棟の北側一帯に位置する｡古老の談では､ここから南側約3km離れた知花グシ

ク近辺に農作業を行うため通っていたが､不便を感じグシク近くに移動したと言う｡この村落跡

は確認できてなく､その後再び移動を行い現村落が形成されたと推察している｡

何時のころか不明であるが､村落創建の時に首里王府から派遣された風水師が係わっており､
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移住を願ったと記されている(註5)｡

①村は子孫が繁盛しないので､地割の割り振りが難しい｡

④風水師･宮城通事親雲上に検分してもらったら､村構えの風水がよくない

近隣村落の高原･泡瀬･古謝の人達は､ウフザトウトウパル(大里･桃原)と併称し呼んでいる｡

親戚付き合いが現在も盛んで､両村落の気質も似ている｡昭和56年磨 (1981年)市内遺跡分

布調査の際に踏査を行ったが､古島は確認できなかった｡

8)大里

公民館西方約200mの斜面一帯に位置する｡地元ではエーヤマと呼んでおり､殆どは畑地で

ある｡旧正月の時に若水を汲むエーガ-(村の共同井戸)､トウンチャー､アシビナ-､その他の

拝所等が分布する｡

村落移動の原因は古老の談では､村落が度々地滑に見舞われたので現在地に移ったと語っ

た｡それ以外にも､当時の時代背景を考慮すると､首里王府による政策等も考えられる｡年代は

漠然とではあるが､グスク時代(上限不明)～近世前半頃と採集遺物から推察している｡

村落の範囲は､遺物の散布､拝所の分布､地形等から約 100m四方と推定している｡確認を

行うには､遺物の出土状況､遺構の広がり等を試掘で把握する必要がある｡現状は､包含層が

浅く､尚且つ数 100年来の耕作による撹乱､更には畑表面の遺物の流失等により､条件的には

厳しいと思われる｡

畑の遺物散布は､食料残浮のアラスジケマンガイ等の貝殻が主体で､土器 ･陶磁器等の人工

遺物は少ない｡現在の海岸線は埋め立ての繰り返しによって､東方1km余りに位置する｡今の景
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観から古環境を想像するのは難しいが､当時海に面した村落であったことを窺わせる話が地元

で開けた｡伝承では､公民館北側20mに船着き場の謂れがあり､古島との距離は100m余りで

かなり近い｡実際に公民館近辺で地下を約2m前後掘り下げると､貝殻混じりの海砂が堆積して

いるのを確認している｡

県内のグスク時代遺跡からは炭化米が出土する｡遣物は未発見であるが､ここでも稲作の可

能性が考えられる｡水田の候補地は､1960年代前後まで使用されていたナ-シルダー (苗代

田)が想定され､距離的には古島の南側約300mになる｡この一帯は 1970年代以降の諸開発

によって地形及び面影など全然残ってなく､現在では確認の術がない0

(註1)高原三郎｢沖縄県下の衆落(二)｣『地理学』第7巻第8鍍1939､古今書院

(註2)小川徹｢久米島民俗社会の基盤｣『沖縄久米島の言語･文化･社会の総合的研究』1982弘文堂

(註3)農山漁村文化協会｢解題 近世琉球の社会と農民｣『日本農書全書34』1996

(註4)登用区『祝220周年』1958､美里村字登用

(註5)沖縄市史編集委員会 ｢検者 ･下知役への褒奨状関係史料｣『沖縄市史第2巻資料編 1文献資料に

みる歴史』1984､沖縄市教育委員会

(註6)同上
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9 民俗の世界と文化財

村びとの文化

村の先輩である私たちの先祖は､自然のなかで食料や道具の材料などを得てきた｡畑や水田

に関して村びとは､野菜や米などの豊作をもたらせてくれるように､と村の神 へ々願った｡そして､

豊作をもたらしてくれた村の神々へお礼を述べ､来年も無事に収穫できるようにと､再度村びと

たちは願った｡これらは､海の漁でも同じである｡村びとは､自然や社会のなかで学んだ体験を

自分たちの子どもや他の村々へ伝え広めている｡その生活の体験は精神面だけでなく､目にみ

える形として土地の表面と地中に残されている｡それが遺跡と呼ばれるものである｡なぜ､遺跡

や文化財を保護していく必要があるのだろうか｡

日本では､先史時代から現代までの遺跡､音楽や芸術､自然の名勝などを文化財の対象とし､

保護活動を行なっている｡近ごろの日本では､人類の貴重な遺産の継承をめざし､日本各地の

自然や文化の遺産を｢世界遺産｣へ登録する動きが目立つ｡その動きは､沖縄でもグスクなどの

登録で話題を呼んだ｡

はじめて､遺跡や文化財を目にし､耳にする人たちは難しく考える必要はない｡宮崎駿監督の

作品である『天空の城ラビュタ』(1990)の映画やビデオをみた人は多いだろう｡そのクライマッ

クスのシーンを思い出したらいい｡

例えば､主人公のパズーとシータがラビュタの古い建物のなかで王家の墓にたどりついたり､

ムスカが伝承のとおりに黒い石碑や巨大な飛行石を見つけ出したり､祖母から飛行石と呪文を

継承したシータがラビュタを守るために｢滅びのまじない｣を唱えたりする場面は､700年前の祖

先たちから700年後の子孫へ残し伝えた生活の記憶であった｡それが古代の生活の風景を知る

ひとつの手がかりである｡

さらに現在のマスメディアが発達した時代では､遺跡を探検する映画のSFXアドベンチャー

の作品が多い.例えば､スティーブン･スピルバーグ監督の『インディ･ジョーンズ-最後の聖戦

- 』 (1989)やスティーブン･ソマーズ監督兼脚本の 『ハムナプトラ-失われた砂漠の都-』

(1999)､その続編の『ハムナプトラ2-黄金のピラミッドー』(2001)などが知られている｡これら

の作品は､考古学の人気を高め､子どもたちへ夢を与え続けている｡

それでは､｢遺跡｣とは何であろうか｡遺跡は､英語でMonument(モニュメント)と呼ぶ｡その

Monumentは､古代のローマ人が残したMonumentum(モニュメンテイウム)というラテン語

から由来しているらしい｡その語のMonumentumに古代の人たちが残した言葉の意味が隠さ
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れている｡つまり､Monumentum(遺跡･記念物)は､動詞のmonere(記憶する･思い出させる)

と名詞のmentum (思い出させるもの)が合わさって生み出された言葉であった｡過去から残さ

れている遺跡(記念物)をみた子孫たちは､祖先たちの文化を継承し､次の世代へ伝承してきた

のである｡

遺跡は古代のローマ人だけでなく､多くの民族たちが生活のなかで道具や建物をつくったり､

言葉で情報を伝えたり､神や自然や人の祭りなどを残している｡それらの行為が祖先の文化を記

憶し､今の世のなかに伝え続けている｡それは文字をもたない民族たちでさえも同じである｡記

念物の保存と記録を主張した金関丈夫は､｢心から心に伝えられる記憶､これが真のモニュメン

ト｣であり､民族そのもの自体が広大な記念物であろうと話す｡おそらく､私たち現代人は､村び

との心や遺跡をながめることで､過去の祖先との会話が可能になるのであろう｡

そのような意味で文化財は､空間的･地理的環境のなかに残されている｡決して地中に埋もれ

ているモノだけが遺跡ではなく､私たち人間が地表にみえるモノも対象にしなければならないし､

村びとが話す言葉や習俗をも対象にしなければならない｡

村びとの生活の推移を知るためには､ふたつの方法が考えられる｡ひとつは､ふるさとを中心

に各地の村々を歩いてみるやり方である｡それは､地域の特性や文化の広がり(伝播)を教えてく

れる｡もうひとつは､時間的な流れを意識して､村々の習俗を眺めてみるやり方である｡それは､

生活の発展や変化していく過程を教えてくれる｡それらの方法は､村びとの風俗 ･習慣を研究す

る学問であるために｢民俗学｣と呼ばれている｡

日本の隅々を歩いた宮本常-という学者は､生活の発展や変化していく｢過程こそが祖先の努

力が隠されているのである｣と語った｡その体験談は､古い原型のモノや生活を探る視点も大切

であるが､現代の生活から過去の生活を見る視点も必要であろう､と私たちへ教えてくれた｡こ

れからの私たちには､祖先たちの文化を保存し､活用する課題が残されている｡

村びとの暦と文化財

村びとは､自然のなかで生業や天候から暦を知っている｡その季節の節目には､村の神々を示巳

る行事があり､村の旧家や役人たちが個々の拝所を訪れ､感謝･豊漁･豊作などの祈願が行われ

ている｡村に残る拝所は､遠い祖先から私たち子孫へ村の記憶を伝え続けている｡

琉球諸島の村々を歩き､神事を通して村落の構造をはじめて明らかにした方は､仲松弥秀で

ある｡仲松は､『神と村』(1990)のなかで次のように話している｡

このような､古代からほとんど変わることなく存続してきた神や拝所､祭祀､司祭者などは､
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その村の歴史的過程や地理的過程の具象化したものと言えると思われる｡たとえその村に古文

献がなくとも､伝説がなくとも､村びとが知っていなくても､その村の神や拝所と祭祀と司祭者の

出自家を知ることさえできれば､それは､古文献や伝説以上の村の地理的､歴史的変遷､その

内部構造をも明らかにしてくれる最上のものと思われる｡

豊富な事例に基づき仲松は､神の居所をグスク･本御縁･お通し御縁･テラ･ニライスクとし､

村の拝所である祭祀場所を殿 ･神アシヤギに分けた｡そして､村の神事をながめれば､本御舟と

お通し御鼻の立地状況や旧祭祀場 ･井泉の所在から村落の移動過程が解明できる､と考えた｡

さらに｢祖霊神と村人とは､血のつながる親子関係になっている｣と話す仲松は､村の鎮守の神

が｢腰当神｣であり､その神が鎮座している御縁を｢腰当森｣であると述べた.つまり､それは祖霊

神に対する信仰が村の構造に深くかかわっており､祖霊神とその後商の血縁関係がオソイ (愛

護)とクサティ(腰当)といった村落の立地や家の配置の関係を表現している､と位置づけたので

ある｡それが自然村落の原型であると強調した｡

沖縄市の各村落においても､御縁を基点としたまつりは行われている｡それは､沖縄市を対象

に調査した多くの研究者が明らかにしつつある｡

鷹山賓は､｢沖縄市字山内の地名｣(1993)のなかで山内における口碑の伝承や拝所の位置

を悉皆調査し､｢山内の発祥の地｣を探った｡

｢胡屋･仲宗根における旧暦8月10日の行事｣(1993)を記した宮城昭美は､胡屋共有会と祭

祀者がどのように村のウブガ-(産水を汲む井戸)やムラガー(村の共同井戸)を示巳り､拝所で村

の女性たちがウスデークを奉納しているのかを報告している｡

｢越束の拝所と年中行事｣(1988)のなかで崎原恒新は､越束の村びとや祭祀者が年中行事

の各節目で､どの拝所を訪れ､祭紀しているのかを詳細に記録した｡その報告は､村の文化財で

あるウガンジュ(拝所)･旧家 ･古地名と村のまつりがどのような関連性をもつのかを民俗学的な

調査から導いた｡

知花の井泉の拝みを観察した宮城利旭は､｢沖縄市知花の 『カーメ-行事』と『ゑさおもろ』｣

(2000)のなかで知花のフルジマ (古い村落跡)の位置を明らかにした｡さらに｢登川村落の風水

池 『ウズミグムイ』｣(2001)では､登川のウズミグムイに注目し､村の文化財である拝所から村

落の発達過程を検証した｡

沖縄市の南側にある与儀では､近世の時代に相当する与儀遺跡や与儀御願所の上に神の祭

祀場や御縁が残されている｡とくに与儀御願所は､『琉球国由来記』(1713)にも記載されている.

与儀の村びとたちは､稲作の行事に関わるまつりで双方の遺跡の拝所を訪れ､村の神へ祈願を
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行っている｡

比屋根では､近世の時代の遺跡が村落の北側に位置する｡そこは､中国産の青磁器類が散布

することから比屋根遺跡と位置づけられている｡その遺跡は､『琉球国由来記』に ｢オシアゲ森､

神名､オソクヅカサノ御イベ｣と記された山である｡比屋根には重要な殿や旧家が立地し､稲作

に関連する行事などで村の神が示巳られている｡

知花の稲作に関する祭りでは､周辺の松本や登川､そして池原の村落から村の役人や祭祀者

たちが知花のヌンドゥンチ(ノロの神役が住む屋敷)と知花のトウヌ(祭祀場)へ集まってくる｡その

祭祀場で各村の代表者たちは､稲作や五穀の豊作･感謝などの祈願を行うのである｡

稲作行事以外のまつりでも沖縄市の村々では､拝所を訪れる儀礼がいくつかみられる｡例えば､

稲作の行事に続いて重要なまつりは､村の井泉と井戸を巡拝する儀礼であろう｡沖縄市の村々に

は､畢ばつの影響を受けやすい地域が多い｡その要因から村の中心となる場所には古い湧き水
●▼ヽ̀

があり､さらに村のなかにはクムイ(溜池)を供えている｡雨乞いの行事がかつて行われていた事

例からも､村びとにとっていかに水が重要であったのかがわかるであろう｡また､沖縄市の先史

時代の遺跡には､村落のなかで古い井泉が立地している点からも､貝塚人たちが生命の源を求

めていたと想像しやすい｡

池原･知花･胡屋･諸兄里･与儀･比屋根･大里･古謝で行われている獅子舞は､村の重要な拝

所や旧家を訪れ､村の神 へ々獅子の舞いを奉納している｡

秋頃に行われる与儀のシマカンカーは､村の境界へ豚の骨を吊るす習俗がみられる｡それは､

ムンヌキムン(物の怪払い)の為の呪いであり､村の上殿や火之神やクガニッツーを訪れ､村の

神々へ安全祈願を行っている｡そのシマカンカーの行事は､沖縄市の最北村落である池原でも

かつて行われていた｡村の中心地や境界や屋敷の出入口に豚や牛のカクジ (下顎骨)を縄で吊

るし､魔よけとした｡

山内では､村びとから｢お宮｣と呼ばれる拝所がある｡その中心のほこらには､｢山内昌信大明

神｣と文字を刻んだ石碑がある｡山内昌信とは､山内の村落を創設した人物と知られ､村びとか

ら厚く示巳られている｡沖縄において個人を神仏化し､祭祀する最初の事例は第二尚王統初代の

尚円王であると､平敷令治が『沖縄の祖先祭祀』(1995)で指摘した｡山内の事例は､儀間真常

や野囲聴管などがどのような過程を経て神として示巳られるようになったのかを見比べると興

味深い｡

このように沖縄市に残されている拝所や井泉などの文化財は､村の歴史的変遷 ･地理的発達

を教えてくれる｡
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生活を記録した文化財

古来より祖先の知恵と歴史を記憶した記念物は､村の神々を示巳る拝所だけではない｡形に残ら

ない芸能や言葉なども人と人の対話で記録する村びとたちは､自然の環境に適した道具や施設

をつくったり､子どもの時に干潟やアシビナ- (広場)で遊んだり､教育や政治の影響で軍施設

や記念物を設けたりしてきた｡それらの記念物は､人間の価値観によって､時代の流れから消え

るものもあれば､貴重に残されたものまでもある｡

生業に関する文化財としては､比屋根の海岸に残存するマースヤー (塩田跡地)がある｡その

小屋は､泡瀬干潟の立地を生かした生業の施設であった｡さらに比屋根には､魚を大漁に捕獲

する施設の一部が残されている｡それは魚垣である｡なぜ､村びとたちは魚垣を設ける必要が

あったのだろうか｡沖縄において具体的な海洋文化が解明されていない今日に魚垣などの文化

財は､大きな問題を孝んでいる｡

沖縄市の文化財は､戦争遺跡に特色がある｡知花の美里児童園 (美里尋常高等小学校跡地)

にある奉安殿や忠魂碑は､全国初のセットの指定文化財として位置づけられた｡嘉手納基地内

には､旧日本軍格納庫施設や降伏調印式広場が残されており､知花から白川へ通る県道26号

線は､俗に｢毒ガス道路｣と呼ばれている｡沖縄市の池原や与儀などには､戦時中に村びとが避

難した防空壕が今でも確認できる｡これらの文化財は､平和学習を学ぶうえで重要な役割を果

たすであろう｡

村びとの一生をながめるうえで重要な文化財のひとつに墓が大きな位置をしめている｡とくに

越采にある尚宣威王の墓や知花にある鬼大域の墓は､現在の家型の墓と見比べると村びとの死

生観を知る手がかりと成りえるだろう｡古謝に残存するガンヤー (轟を納める小屋)は､県内でも

数少ない風景を保持している｡

沖縄市にはウジマ-と呼ばれる地層があり､その地層からなるニーどの石は石碑や墓碑､石

敢当などに多く利用されている｡池原にあるサンスグノットの碑や胡屋のサンカーケ-モーにあ

る魔よけの石碑や与儀にある石碑 ･ヒ-ケ-シーは､近世の宗教や風水を知るうえで重要であ

る｡また､池原にある木火土金水 (もっかどごんすい)の碑や登用の創立記念碑や古謝の津嘉山

墓碑も近世琉球の社会を教えてくれる｡さらに琉球石灰岩で制作された石獅子は､村の境界と

村落移動の手がかりとなる｡

沖縄市において地理学に関連する文化財も残されている｡美里の道路元標は､村の地図を作

成する為に重要な意味を持っていた｡登用や美里のシルビドテ (印部土手)は､小地名の境界を

示す目印である｡近世の琉球においてどのような竿入れが行われていたのかは､古文書と現地

の文化財を照らし合わせる作業で新しい歴史がみえてくるであろう｡
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現在の沖縄市は､基地建設や土地整備でカルスト残丘が失われているが､かつては小高い

山々と窪地がみえていたようだ｡その地形から村びとたちは､石橋を建築することで､人びとの

往来を増やしていった｡美里のカフンジャー橋は明治以降の石造を基礎にしている｡知花のメ-

ヌカ-ガ一橋や嘉手納基地内にあるイシグムヤー橋などは､アーチの工法を採用している.こ

れらの石橋は､近世から近年にかけて造られた県内の石橋と比較する上で貴重な建造物である｡

また､大里の高原交差点には､かつてニーどの小高い山があった｡その付近は､ヤンパル船が

停泊する場所であった言われている｡地名を丹念に拾いあげると､ふるさとの風景がよみがえっ

てくる｡

自然に関する記念物の文化財は､比屋根と泡瀬の境界にある湿地帯､胡屋のメ-ヌマー

チュ-や東桃原のアシビナ一にあるガジュマル､知花グシクー帯の森林などがある｡比屋根湿

地帯には約50種の野鳥が確認されており､その湿地は泡瀬干潟と同じく､海生の小動物や植

物が多く生息している｡子どもたちが干潟や湿地で遊ぶ姿やイザイなどの漁をする村びとの姿

はレジャー感覚の風景であり､昔ほどに生活に密着した生業の風景とはみられないであろう｡

以上の他に沖縄市の文化財は､教育に関連する越采と美里の｢教育の発祥之地｣や美里尋常

高等小学校跡 ･越来国民学校跡､村びとの衣食住に関わるフールヤー(豚小屋兼便所)や赤瓦

の屋敷､憩いの場であった闘牛場跡や馬場跡､行政に関わる美里村役場跡やムラヤー (公民

鰭)跡など､村びとと関わってきた場所が地名や建物で残されている｡

沖縄市の文化財は､嘉手納基地建設に伴い土地を強制的に接収された村落や区画整理 ･農

地開発 ･道路建設などの土地改良の開発によって移動されている｡ある村では文化財が消滅し

たり､他の村では逆に保存されたり､移動を余儀なくさせられたりする｡とくに文化財のなかでも

拝所は､壊され消滅するのではなく､詞の形が変えられたり､場所も変わったりする｡しかしなが

ら､拝所の意義そのものは形を変えず口碑やまつりなどの儀礼として村の先輩たちが伝承し､後

輩たちへ継承されている｡

このような村の歴史的背景や過程を刻んでいる文化財や生活には､私たちの目にみえない祖

先たちの努力の背景が隠されている｡明日をみるために私たちは､文化財という遺跡や村びとの

生活から自然の恩恵がわかる口と､ふるさとの香りがわかる鼻と､祖先の足音がきける耳と､祖

先の姿をみえる目と､人と人の杵がわかる手を持ちたいものだ｡

遠い祖先から伝えられ､残されてきた自然と文化は､ふるさとで暮らす私たちが祖先の知恵と

体験を担わなければならない｡それこそが真の記憶であり､自然と文化の背景を知る手がかりと

なりえるだろう｡
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74 アサトガ-【地

図 1】栄野比発電所の西側に位置する｡池原

の ｢クシバル｣の人たちは､村の共同の井戸と

して利用していた｡この井戸をアサトガ-と呼んで

いる｡旧正月の若水や子どもの出産の時には､

この井戸から水を汲んでいた｡現在は､旧暦9月

9日のキクザケ(菊酒)の日にも拝まれている｡防空壕【



サンスクリットの碑【地図2】

池原公民館の南西側に位置する｡島袋家の屋

敷内の3ヶ所に点在している｡昔ひとりのお坊さ

んがヤンパル (山原)へむかう途中に現在の屋

敷へ泊まったらしく､そのときに屋敷の立地がよ

くないと判断されたという｡究字の石碑は､康熊

56(1717)年にたてられたのであろう｡毎年の旧

暦9月9日に島袋家の親族たちは､酒 ･米 ･果

物 ･菓子 ･白紙をそなえ､子孫の繁栄を祈願

する｡

アシビナー【地図2】

池原公民館の南西側に位置する｡村びとは､

ウイ-ヌアシビナ-(旧池原公民館跡)と対称に

現在のアシビナ-を｢シチャヌアシビナ-｣と呼

んでいる｡旧暦8月15日には､敬老会も含めな

がら村の組踊や獅子舞が披露される｡

木火土金水碑【地図2】

池原公民館の南西側に位置する｡石碑は､当

実重陳 (伊地知太郎右衛門)が鳩目銭の鋳造を

記念して､民暦3(1657)年に建てたと考えら

れる｡石碑の表には､｢木火土金水 (もっかどご

んすい)｣と大きな字が彫りこまれている｡その

裏は､石碑をたてた理由の ｢このくにくたりたう

まのしまくだされ｣｢やまとからゆるしなされ此

地｣などが刻まれているが､表面が磨耗して一

部読みとりが困難になっている｡

諸人泉【地図2】

池原公民館の南西側に位置する｡村びとは､

俗に｢スニンガ-｣と呼んでいる｡自治会や有志

によって､旧暦9月9日の行事に水への感謝と

して拝まれる｡
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76 妙泉【地図2】

諸人泉の南側に位置する｡自治会や有志に

よって､旧暦9月9日の行事に水への感謝とし

て拝まれる｡神アサギ



メーヌカーヌイジュン【地図2】

池原公民館の南東側に位置する｡旧暦9月9

日の行事で拝まれている｡俗に ｢メ-ヌカ-｣と

か｢メ-ヌカ-ガ-｣と呼ばれている

ヌールガ-【地図2】

メ-ヌカ-ヌイジュンの南側に位置する｡俗に

｢ヌールガ-｣とか ｢ヌールカ-ガ-｣と呼ばれ

ている｡この拝所は､自治会と有志が旧暦の9

月9日の行事に拝む｡すぐ隣には､｢池原ガ-｣

もある｡

ムートウガー【地図3】

北美小学校の西側に位置する｡1994年に改

修されたこの井戸は､登川の一番古い井戸とさ

れている｡村びとは､正月の元旦の時に家族で

訪れ､東に向い｢トウシヤカサディ､イルヤワカ

ク (年を重ねて心は若く)｣と唱えながら洗顔を

行った｡また､子どもが生まれるとこの井戸から

水を汲んだり､稲や豆の豊作を願って拝んだり

した｡

富之御轍【地図3】

沖縄市立北美小学校の正門前に位置する｡石

碑には､｢登川邑発祥之地｣とある｡1713年､赤

嶺親方と呼ばれる風水見により､この場所から

登川の村は現在地へ移動させられた｡
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78 ミーガー【地図3

】北美小学校の南東側に位置する｡この井戸

は､ムートウガ-が村はずれにあり､村びとは水汲

みが不便であったので､村の近くへ水汲みの場

所



東の四方神【地図3】

登川公民館の北側に位置する｡すぐ隣には､

クムイ(溜池)跡が確認できる｡

南の四方神【地図3】

登川公民館の南東側に位置する｡かつてこの

場所にもクムイ(溜池)があったが､道路の開発

や屋敷の拡張工事に伴って消滅したようだ｡現

在は､1本のリュウキュウマツと石碑だけが残

されている｡

神アサギ【地図3】

村の中心地にあるこの祭祀場は､登川公民館

の北側に位置する｡神アサギでは､旧暦の5､

6月のウマチ-や6月カシチ-の日に村の有

志たちが集まり神を示巳る｡その裏側には､クラン

トーのウガンジュ(拝所)がある｡村びとは ｢カミ

ヤ-｣と呼んでいる｡神アサギの北側には ｢ナカ

イケ｣と呼ばれる溜池跡があり､防火用水として

大事にされていた｡

火ヌ神【地図3】

登用公民館の北側裏に位置し､石灰岩のブ

ロックを積んで造られた示司である｡
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首=1 分村碑【地図3】

登川公民館の西側に位置する｡石碑には､登

川村が池原村から分かれ､現在地に移転した年

代 (1739年)とこの事業にかかわった人びとの

屋号と名前が刻まれている｡17世紀から18世

紀にかけて沖縄では､盛んに行われていた集

落の移動を知るうえで､大変に貴重な資料であ

･= る｡
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ユナガー【地図4】

知花のヌンドゥンチの東側に位置し､知花の

なかで最も古い井戸とされている｡俗に ｢ヌール

ガ-｣とか ｢ヌルクサイヌカ-｣と呼ばれている｡

昔は生活の用水や飲み水に利用し､現在は村

の農作物の豊作 ･安泰の祈願や旧暦の8月 14

日の行事で拝まれていた｡土地改良が行われる

前は､井戸の南側に按司の馬を浴びせるクムイ

(溜池)があった｡

火の神【地図4】

ユナガ-の南側に位置する｡この拝所は知花

自治会に管理されている｡
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奉安殿【地図4】 市指定文化財

美里児童園(美里尋常高等小学校跡地)の一
角に位置する
｡
奉安殿は天皇･皇后の御真影(写

真)を保管し奉る建物であり
､
火事や水害など

の緊急の場合に職員は命がけで御真影を守る

のが義務とされていた
｡
戦時中は
､
戦火から御

真影を守る為に 命を失った校長先生もい た



82 ビジュル【地図5】池武当交差点

の北側に位置する｡沖縄自動車道の建設に伴い

ビジュルガマがあった山を壊わした｡現在は､沖

縄自動車道の東側の山に拝所を設けている｡その詞には､当時のガマにあっ



ウガンジュ【地図5】

知花グシクの中腹に位置する｡この拝所は､知

花の自治会や有志たちが 1年間の閉めを拝む

時に訪れる｡

鬼大域の墓【地図5】 市指定文化財

知花グスクの南側の丘陵地に位置する｡大域

賢勇は大柄で武勇にすぐれ､俗に鬼大域と呼

ばれた｡1458年､首里王府軍の総大将として

勝連按司の阿麻和利を討伐し､その功績で越

来間切の総地頭に任ぜられた｡その後の政変で

第一尚氏王統は滅び､鬼大城も知花グシクに

追われ自害した｡墓の形式は､名嘉真宜勝分類

のいわゆる｢岩穴囲い込み墓｣である｡

夏氏大宗墓の石碑【地図5】

成豊3(1853)年に夏氏の子孫が建てた碑文

である｡墓誌によれば､康照55(1716)年に知

花の夏氏の墓から美里の宮里村中間原の墓へ

遺骨を移し､双方の墓を示巳ったが､風水兄の鄭

良佐与儀親雲上は知花の墓の方が風水の良い

場所と判断した｡さらに知花の墓には鬼大城前

後の遺骨もあった｡それらの理由から知花村の

人へ新しく墓を仕立て与え､移葬したという｡

祝女墓【地図5】

鬼大域の墓の東側に位置する｡村びとは

｢ヌールバカ｣と呼んでいる｡岩陰を利用して､

前面を石積みにし､墓口をアーチ工法にしてい

る｡墓の形式は､名嘉真宜勝分類のいわゆる｢岩

穴囲い込み墓｣である｡ある葬式の時にヌールバ

カへ入った村びとは､約 30基の蔵骨器をみた

という



カ



シチャウジュンガー跡【地図5】

下泉川橋の北側に位置する｡この泉は知花と

松本の簡易水道の水源地であり､昭和35年か

ら平成6年まで生活用水として使われていた｡

もともと泉の西側の背後には､ゴーチと呼ばれ

る風水山があった｡旧暦8月 14日の行事で拝

まれていた｡

メ-ヌカーガ一橋【地図5】

下泉川橋の南側に位置する｡すぐ近くには､

メ-ヌカ-ガ-もある｡この石橋は美里のカフン

ジャー橋や県内の石橋と比較するうえで興味

深い｡

メ-ヌカーガー【地図5】

メ-ヌカ-ガ一橋の東側に位置し､現在はコ

ング｣-トのマンホールで形をとどめている｡昔

は子どもたちの遊び場であった｡松本の人たち

は､松本のウブガ-としてクンダガーの他にこ

のメ-ヌカ-ガ-も拝んでいる｡知花では､旧

暦8月 14日の行事で拝んでいた｡

シーシヤー【地図5】

知花公民館の東側に位置する｡ウスデークの

時には旗頭と獅子舞の踊りが奉納され､獅子舞

たちは知花公民館 (アシビナ-跡)へ向って出

発する｡
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ソナンウガンジュ【地図7】

松本公民館の北東側に位置する｡旧暦 5月

15日と6月 15日のウマチ-の時に自治会は､

知花グスクから帰ってくるとソナンウガンジュで

拝む｡

クンダガー【地図7】

まつもと幼児学園の南西側に位置する｡村び

とは､集落の創設と関係が深い井戸であると口

碑を伝えている｡その理由から村びとは､子ども

が生まれた時に産湯に使う水を汲んだ｡また､

この湧き水は豊富な水量を保持し､苗代田の水

源として重要されていた｡

カフンジャー橋【地図8】 市指定文化財

沖縄県立美咲養護学校の西側に位置する｡明

治末期から大正の初期にかけて造られた石橋

である｡橋の移り変わりを知る上で大変に貴重な

建造物である｡この橋にまつわる口碑も残って

いる｡

ビジュル【地図8】

沖縄県立美咲養護学校の南側に位置する｡拝

所は丁寧に整備され､美里村落の北側の境界

にある｡石碑には｢んざとびじゅる｣とある｡
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ニーブガ-【地図8】

沖縄市立美里小学校の南側に位置する｡俗に

｢サークヌカ-｣と呼ばれ､井戸の周辺には畑地

があり､住宅街のなかにひっそりと昔の風景を

残している｡井戸の周辺には敷石と思わせる遺

構が残っている｡

ヒンジヤン御療【地図8】

美里公民館の北側に位置し､イリアタトーヤ

マと呼ばれる小高い山のなかにある｡イリアタ

トーヤマに対置して､向かいにはあがりアタトー

ヤマがある｡しかしながら､この山は､住宅の拡

張工事などで昔の風景はとどめていない｡

ヒチャヌウカ-【地図8】

イリアタトーヤマの南東側に位置する｡この井

泉はカルスト残丘の下に湧水があり､村びとた

ちが拝みの対象としている｡

ヒージャーガー【地図8】 市指定文化財

美里公民館の北東側に位置する｡村では､

ヒ-ジャームンチュウが使用した井戸と言われ

ている｡現在の井戸は､昭和29年に改修された

ようだ｡この泉から流れ込んで小川やむかいの

溜池の底に溜まった土は農家の肥料として利用

された､と言われている｡
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▼ I--90 ヒージャー池跡地【地図8

】ヒ-ジャーガ-の南側に位置する｡現在は

､美里自治会ゲートボール場となっており､その

片隅に拝所が設けられている｡セメントでつくられた石碑には､｢『元』樋川

池｣と｢馬□□｣とある｡シリーモーガー【地

図8】ヒ-ジャーガ-の北東側に位置する｡

現在は､昔の風景をとどめておらず､コングノ

ート製の箱のみ



メーデーガー【地図8】

美里公民館の東側に位置する｡この井戸の周

辺は住宅街であり､子どもたちの遊び場となっ

ている｡

ヌンドゥ





富原ガー【地図9】

沖縄県立中部工業高等学校の南東側に位置

する｡村びとは､正月の元旦にこの井戸から若

水を汲んでいた｡現在は､住宅街のなかにコン

グノート製のマンホールが設置されている｡

ワクガー【地図9】

杉の子保育園の西側に位置する｡尚宣威王の

子孫であるワクガ- (湧川)按司が使用してい

た井戸と口碑が伝えられている｡

西森公園の拝所【地図9】

越来小学校の西北側に位置する｡村びとは､

この山のことを｢ニシムイ｣と呼んでいる｡示司のな

かには｢ウガン南方御縁｣｢ウガン西之御縁｣｢西

森之御縁｣と記された石碑がある.かつて現在

の越来中学校の敷地内には､｢ニシヌウタキ｣

｢フエーヌウタキ｣｢ウフウタキ｣があった｡中学校

の建設に伴い現在地へ移動させられた｡

ヒジュルガー【地図9】

越来小学校の北側に位置し､現在は住宅街

のなかにひっそりと残されている｡
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ヌルドゥンチャー【地図9】

越来小学校の南東側に位置する｡コング｣-ト

建築で大きな拝所を建てたが､詞のなかには

香炉だけしかみられない｡

越来グシクの拝所【地図9】

越来小学校の南側に位置する｡越来グシクは､

15世紀ごろの尚泰久王や尚宣威王が管轄して

いた場所とされる｡そして､沖縄戦などで遺跡

の大部分が破壊された｡村びとは公園の南側に

ある拝所を｢ギークヌウガンジュ｣と呼んでいる｡

示司のなかには ｢火の神｣｢越来城殿｣と刻まれた

石碑がある｡越采のウマチ-の行事などで拝ま

れている｡

大工廻の拝所【地図 10】

尚宣威王の墓の西側に位置する｡小高い森の

なかに｢久保御療｣｢井戸｣｢大工廻御縁｣などが

設けられている｡これらの拝所は､倉敷ダム建設

の開発などで現在地へ移動させられた｡

ヤシマガー【地図 10】

沖縄市中央公民館の西側に位置する｡カルス

ト残丘の山の下にあり､それを村びとは｢ヤシマ

ガ-｣と呼んでいる｡井泉の近くには､八重島貝

塚も立地する｡



96 ムトウジマガー【地図 1

1】越采の児童公園の南側に位置する｡

安慶田の集落が現在地に移動する前に村びとが利

用した井戸と言われている｡俗に ｢クシバルガ-

｣とも呼ばれている



アガリヌカー【地図 11】

照屋公民館の西側に位置する｡村びとは､子ど

もが生まれた時に産湯の水をこの井戸から汲ん

できた｡また､正月の元旦には若水も汲んだ｡

ビジュル【地図 11】

富里の東児童公園の南東側に位置する｡宮里

原にあったアガリガ一､城前町前原のテイカ

ガ-やミ-ガ一､その他にシリーガーやウフイ

ガ一､拝所6ヶ所を1998(平成10)年に現在の

ビジュルヘ移し合祀された｡俗にこの場所は､

｢ビージュル｣とか｢ビジュル｣と呼ばれている｡

アシビナー【地図 12】

中の町公民館の南東側に位置する｡広場では､村び

とたちが旗スガシー (旧7月 16日)とエイサー､ウス

デーク(旧9月18日)を奉納する｡1956年に上地の各

地にあった ｢にしぬびじゆる｣｢うがん｣｢まちしぢ-｣
｢め-ぬびじゅる｣｢ひぬかん｣｢あがりゆ-うたき｣｢あ
がりゆうひぬかん｣をアシビナ-ヘ合祀されたOその拝

所では､上地郷友会の有志たちが区民の繁栄と健康

を願って､旧暦の1月2日のハチウビー (年始まりの

祈願)に拝む｡フトウチヌウガン (年終わりの祈願)も旧

暦 12月24日に行われている｡

ウフガー【地図 12】

中の町公民館の南東側に位置する｡正月元旦

の若水や子どもが生まれた時は､このイジュン

(湧水)から水を汲む習わしになっていた｡戦後

は銭湯の水源として利用された｡復元の竣工は､

1979年2月5日に行われたようだ｡
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照又井【地図 13】

仲宗根御願の東側の崖に位置する｡琉球石灰

岩と泥岩の間から水が湧き出ている｡村びとは､

｢ティラマタガ-｣｢ティラガー｣｢上地ガ-｣とも

呼び､村では旧暦8月10日の行事に拝んでい

る｡

あがりゆ一拝所跡【地図 13】

戦前は､｢ティーラ･マタパル｣｢ティーラ･シッ

タイ｣｢あがりゆう御掠｣と呼ばれていた｡上地の

先人たちが生活していた跡地であった為に上地

の拝所のひとつとされていた｡上地の各拝所を

1956年に現在のアシビナ-ヘ合配した｡1997

年に上地郷友会の有志たちは､｢先人たちの思

いを馳せるゆかりの地｣という目的で石碑をたて

た｡

仲宗根ウガン【地図 13】

沖縄市役所の南東側に位置する｡この広場一

帯は､｢ウンサクモ-｣とも呼ばれており､村で

は5月ウマチ-などに拝んでいる｡また､地頭

代火之神も示巳られている｡

ミーガー【地図 13】

胡屋自治会館の敷地内にある｡俗に ｢ウフ

ガ-｣とも呼ばれている｡胡屋の集落でもっとも

新しく造られた井戸である｡昭和6年にポンプ

式に改修され､馬の水浴びや村の飲料水として

多く利用されていた｡村では､旧暦8月10日の

行事に拝んでいる｡



石碑【地図 13】諸

兄小学校の東側の十字路に位置する｡石碑は､

胡屋の集落の西側にあり､悪霊などがやって来

るのを防ぐ意味で､大正9年に設置された｡刻ま

れている文字は､『鎮宅霊符縁起集説』の鎮宅霊符七十二

道と新宮館発行の『神道神言妙術秘法大全』に

掲載されているものと同じ､と考えられている｡



イリーガー【地図 14】自動

車道路の環状線の工事に伴いマンホールでか

さ上げされた井戸は､沖縄市営闘牛場の南側に位

置し､俗に ｢クシントーガ-｣とも呼ぶ｡村びと

たちは､｢落ち武者がイリーガーの水をたよって住み着い

た｡｣と口碑を伝え､山内の発祥の

地としている｡シリンカーヌカー【地図 14】

沖縄自動車道の工事に伴い沖縄少年院の西側に

移された井戸は､俗に｢イーザクヌカ-｣とも呼ぶ

｡村びとは､旧暦 12月24日の屋敷ウガンの際

に拝んだり､元旦の若水の際に水を汲んだりした

｡トウイヌフアヌウタキ【地図 14】1974年の市営住宅建設がはじまる前の拝所



Li

内

102 メーヌカー【地図

14】山内のアガリ(東側)で暮らす村び

とは､｢イリーガー｣と呼んでいる｡明治時

代に造られた井戸は石囲いのかたちをしてい

たが､現在はコンクリートの井戸に改修されて

いる｡村びとは､子どもが生まれた時や元旦の

正月の時に水を汲んでいた｡



メーアガリガー【地図 14】

山内のイリー(西側)に暮らす村びとは､｢アガ

リガ-｣と呼んでいる｡また､｢メ-ヌカ-｣とも呼

ばれている｡自治会は､旧暦の12月24日の屋

敷ウガンや8月10日のウスデークの時に拝む｡

村びとは､子どもが生まれた時や元旦の若水の

時に水を汲んでいた｡

ナカマチガー【地図 14】

いつの時代に造られたのかは知られていない

が､ナカマチペ-チンという人が造ったと言い

伝えられている｡沖縄自動車道の工事に伴い現

在の場所へ移される前は､石囲いの井戸であっ

た｡この井戸の近くに暮らしている村びとは､子

どもが生まれた時や元旦の若水の時に水を汲

んでいた｡

タケーラビジュル【地図 14】
かつては､ノロ(神を司る女性)の関わる行事

が殿毛であったらしく､その時に村の娘たちはこ

のタケ-ラビジュルで控えた｡また､娘たちはノ

ロや村の神へ奉納する踊りをその拝所で練習し

ていたという｡現在は､市の運動公園施設地の

建設に伴って､諸兄里のお宮へ合祀されている｡

メーヌカー【地図 14】

上武川原にあったイリヌカーとナカヌカーは､

市の運動公園施設地の建設によって､現在の

メ-ヌカーへ移された｡とくにメ-ヌカーはウブ

ガ-とも呼ばれ､1945年頃に正月の若水や出

産の時の水をこの井戸から汲んだ｡1955年頃

から個人経営の簡易水道や銭湯の水源地となっ

た｡旧暦 9月吉日のミジナディーの時に拝ま

れる｡



ヤマガー

カー【地図 14】旧暦9月

吉日のミジナディーの時に拝まれるoフサトウガ



創元之宮【地図 15】

諸兄里の創始者たちの墓は､もともと久保田

原の東･中･西､石迫原の東･西､前迫原､上武

川原の7ヶ所にあったという｡それらの墓は戦争

で壊され､軍施設内にあった理由で､1961年

に字とマチジョウ(松門)の人たちが現在の場所

へ移し､お宮として配った｡

ソングガー【地図 15】

胡屋の集落の南側に位置する佐運田原は､

屋取の集落があった｡その村で暮らしていた人

たちが利用していた｡

ソ-ジガ-【地図 15】

諸兄里の自治会や有志たちは､旧暦9月吉

日のミジナディーの時に拝んでいる｡

ヒヤーナー【地図 15】

この拝所は､普天間宮へ遥拝する場所とされ

ている｡
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アシビナー【地図 17】

旧暦6月15日の祭りに子どもたちがシマズ

モー(沖縄の角力)を行う｡

上殿【地図 17】

与儀遺跡の中に上殿がある｡与儀を創始した

仲加の祖先が暮らした場所と言われている｡

この拝所は旧暦の1月 1日､5月 15日､6月

15日､6月23日､7月 17日､8月 10日､9

月9日､11月 10日､12月24日の行事で拝ま

れている｡現在の桐は 1969年に改築されたよ

うだ｡とくに11月 10日のシマカンカーは､この

辺りを境に豚肉がついた左縄を吊るす習わしに

なっている｡

アタンジャガー【地図 17】

村びとは､｢アダンヂガ-｣とか ｢アカン

ジャーガ-｣とも呼んでいる｡旧暦8月 10日に

行われるカーの拝みでは､配る井戸のひとつと

されている｡

トニーヌカ-【地図 17】

現在は､空き地内にある｡旧暦8月 10日の

カーウガン(井戸の拝み)の行事で拝む｡
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r:I-Ill_-1__l･_II__I トニー【地図 17】

獅子舞を踊る場所とされている｡その他にも

旧暦の1月5日､5月15日､6月15日､

6月25日､9月9日､12月24日に拝

まれる｡広場の奥側にはカミヤ- (神を示巳

る屋敷跡)があり､火の神



石碑【地図 17】

石敢当のように畑地の隅に置かれている｡

ニービ石でつくられたその石碑には､｢□□□

西方 虞 □ 百難無｣と記されている｡なぜ､

この位置に石碑が置かれ､どのような意味があ

るのかは知られていない｡

火の神【地図 17】

公民館の北側に位置する｡この火の神は､シ

マカンカーの日に拝まれる｡その理由は村びと

全員がこの場所へ集まり､豚を殺し食べたから

だという｡
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トウングヮ-【地図 17】

ウフドゥンの北西70mに位置する｡俗に村び

とは､｢ニバンドウヌ｣とか｢クガニドゥヌ｣

とも呼ばれている｡村の自治会や有志たちは､

旧暦の毎月1日に拝む｡

シーシヤー【地図 17】

イリー門中のカミヤ- (神を示巳る屋敷)の敷地

内に位置する｡獅子舞は､旧暦の7月17日に

演じられたが､最近は盆踊りの際に行われてい

る｡

ウフドゥン【地図 17】

比屋根公民館の北側にあるオシアゲムイ

(森)の頂上に位置する｡その森は､『琉球国由

来記』(1713年)に｢オシアゲ森､神名､オソク

ヅカサノ御イベ｣と記されている｡村の自治会や

有志たちは､旧暦の6月ウマチ-や獅子舞の

行事や毎月1日に拝んでいる｡

アシビナー【地図 17】

オシアゲムイの中腹に上伸門門中屋がある｡

その屋敷の東側に位置する｡この広場には､慰

霊之塔､カーグヮ-やヒヌカン(火の神)の拝所

がある｡



112 拝所【地図 17

】比屋根公民館の西側に位置する｡村の自

治会や有志たちは､旧暦の毎月1日に拝む｡

ジョーヌスバ【地図 17】比屋根公民館の北東

に位置する｡村の自治会や有志たちは､旧暦の

毎月1日に拝む｡ウフガー【地図 17】マースヤーム

イと呼ばれる森の北側裾野に位置

していた｡しかし､土地の区画整理により50m北に移設された｡村びとは､子どもが生ま

れた時や元旦の



塩田跡地【地図 18】

沖縄県総合運動公園内奥武島の北側に位置

する｡泡瀬の塩田跡地は埋め立ての土地改良で

失われたが､比屋根区内のものは残存している｡

その文化財は､祖先がどのような製塩を行って

いたのかを知る上で大変に貴重である｡

魚垣【地図 18】

沖縄県総合運動公園内奥武島の北東側に位

置する｡魚垣は､沖縄県内でも残っている例が

少ない｡比屋根区内にある魚垣は､泡瀬の干潟

の立地をいかした構造をもっている｡その文化

財は､祖先がどのような生業を行っていたのか

を知る上で大変に貴重である｡

イーヌカー【地図 19】

高原公民館の北西側に位置する｡この井戸は

村一番の水量が湧き出る｡井戸の付近には､伊

波普猷が高原に来た記念として記念樹がうえら

れていたらしいが､枯れてしまったと伝えられ

ている｡

トウヌ【地図 19】

現在の公民館の敷地内に洞がある｡この拝所

では､ハタスガシや菊酒などの行事に村の安全

祈願として拝まれている｡
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114 ウブガー【地図

19】高原公民館の南西側に位置する｡村び

とは､正月の若水や子どもの誕生や



マンジュウガンジュ【地図 19】

高原公民館の南側に位置する｡小高い山のな

かに拝所が2ヶ所確認できる｡この山の辺りに

高原の古い集落があったとされる｡

トウンチャー【地図20】

エーヤマと呼ばれる森の近くに位置する｡村

の火の神を示巳っている｡旧暦6月25日の綱引き

のときは､この拝所でウンサク(神酒)をつくり､

ノロと呼ばれる神人へ捧げたという｡

ウサチガー【地図20】

戦前は､国道 329号線にあったという｡道路

建設に伴って､1974年 10月 14日に現在の場

所へ移されてきた｡大里のなかで一番古い井戸

とされている｡村の人たちが飲み水として利用

していた｡

エーガー【地図20】

エーヤマと呼ばれる森の片隅に位置する｡村

の人たちは､この井戸から若水を汲むという｡俗

に村びとから｢オヤカー｣とも呼ばれている｡



116 エーヤマガー【地

図20】エーヤマと呼ばれる森のなかに位置

する｡井戸の造りが三日月に似ていることから｢ミ

カヅキガ-｣とも呼ばれている｡エーガ-だけ

では､村の生活用水が足りなくなり､この場所に井

戸を設けたという｡俗に｢ウブガ-｣よも呼ばれ

ている｡タキグサイ【地図20



ソーリーガー跡【地図20】

この井戸は､公民館の南西に位置する｡大里

で人が死ぬと､この井戸から水を汲んで死者を

清めたという｡

シーシ【地図20】

大里公民館では､村のシーシ(獅子舞)とミル

ク神を配った祭壇がある.シーシの踊りは旧暦

の7月 17日とされ､ミルク神も安置されている｡

ヌールガー【地図20】

ノルと呼ばれる神人が使用する井戸と言われ

ている｡諸兄里からイリチリ- (住み込み入)が

やってきて､この井戸を利用して成功したので､

俗に｢ムルンザトガ-｣とも呼ばれている｡

カーウリーガ-【地図20】

ウマアシビクムイの側に位置する｡かつて､

大里で子どもの出産があった場合は､この井戸

に妊婦の母親や姉妹が訪れ､この水で出産時に

汚れた衣服や布などを洗ったと言われている｡



ウマアシビクムイ【地図20】

現在は､屋敷地となっている｡1960年ご

ろのクムイ(溜池)は､2

mほどの深さがあったという｡ここは溜池の

跡地である｡′ち.一･ d声撃警- ウ

ガングヮーヤマ【地図20】森の近くには､アマ

グシュクモーや美東尋常高等小学校があった｡

しかし､戦後の土地改良によって､昔の面影はみられ



ヒーゲーシー【地図20】

大里公民館の北東側に位置する｡現在のクム

イ(溜池)には水はみられない｡クムイの跡として

現存している｡このクムイは､村のヒ-ゲ-シー

(火を返す)のために設置されたと言われている｡

アシビナー【地図20】

アシビナ-の敷地内には､村の ｢土地の神｣

が示巳られている｡今の示司は､1976年に改築され

たようだ｡自治会は､旧暦の5月15日の5月ウ

マチ-と9月9日の菊酒の際に拝んでいる｡

カーミンスク-【地図20】

村の共同の井戸である｡子どもが産まれた時

や正月の若水は､この井戸から汲む習わしで

あった｡井戸の底が嚢の底のようになっているた

めに､｢カーミンスク-｣とか｢カーミンシーク-｣

(賓の底)と呼ばれるようになった｡

ソーリガー【地図20】

村で人が亡くなった場合は､この井戸から水

を汲んで死者を清めたという｡百姓だけが使う

井戸とされていた｡
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シーサー【地図21】

石獅子は､村の北側の丘陵地に位置し､南の

方角 (海の方向)にむけて設置されている｡戦後

になって設置されたと言われている｡

Lq

イシビラ【地図21】

古謝の村とその北側の台地とつなぐ重要な

道であったようだ｡古謝は､クチャの土壌である

ので､雨が降ると歩きにくかったのであろう｡そ

のために石灰岩の石を敷いたと考えられる｡

ウーチュガー【地図21】

正月の時は､この井戸から若水を汲む習わし

となっていた｡この井戸は､土砂崩れなどの影

響で､1998年 5月に改築の工事が行われた｡

旧暦8月15日のカーウガンでは､ウブガ一､

ミ-ガ-､ウ-チュガ-の順序で拝まれている｡

ミーガー【地図21】

俗に｢ヌールガ-｣とも呼ばれている｡それは､

ノロが髪洗いや身体を清めるために利用された

ようだ｡1935年4月に改築され､現在は農業用

の水源として使われている｡村の有志たちは､

旧暦8月15日のカーウガンに拝む｡



アシビナ-【地図21】アシビナ-の敷地内に｢古謝之殿｣がある｡旧

暦の1日と15日に村の有志たちは､村の無病息災と五穀豊穣を願って拝む｡旧盆ではエイ

サーを踊る｡日常のアシビナ-は､古老たちのゲートボール場となっている｡ソーリーガー

【地図21】アシビナ-の敷地内にある｡この井戸は､死者の身体

を清めるために使う水を汲む習わしになっている｡また｢ソーリガ-｣とも言う｡イーウガン【地図21】

旧暦の1日と15日に村の有志たちは､村の無病息災と五穀豊穣を願って拝まれている｡

【地図21
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ウブガー【地図21】

村で子どもが生まれた場合は､産湯に使う水

をこの井戸から汲んできた｡1935年ごろ､井戸

付近に村共同の風呂屋が造られた｡その井戸は､

風呂の水源として利用されていた｡旧暦の8月

15日のカーウガミに神人たちは､有志たちと共

に村の健康と安全と発展の祈願を行っている｡

地頭火之神【地図21】

戦前は､イーウガンの敷地であったと言われ

ている｡戦後一時期に古謝の村が難民収容所と

なり､学校の敷地にもあった｡石の示司は､戦後に

仕立てられた｡有志たちが拝んでいる｡

クモコウタキ【地図21】

俗に｢ヒチャウガン｣とも呼ばれている｡『琉球

国由来記』巻十四には｢クモコ蘇神名オソクヅカ

サノ御イベ｣とある｡美里のノロが祈願する場所

であった｡村の有志によって､旧暦の1日と15

日に､村の無病息災と五穀豊穣を願って拝むこ

とになっている｡この日は､カミヤ-､トウン､

イーウガン､ヒチャウガン (シチャウガンとも言

う)､ビジュルの川副こ拝まれている.

イリヌシーサー【地図21】

この石獅子は､｢シシクェ-モー｣と呼ばれて

いる森へむけられている｡この森は火山とみた

て､｢火返し｣｢ヤナムンンゲ-シ｣｢ムラゲ-シ｣
の意味で設置されている､との口碑がある｡



,メーヤードウイカー【地図21】

メ-ヤードウイ(古謝の屋取)の人たちが使用

していた｡それで ｢古謝之前のウブガ-｣とも呼

ばれている｡子どもが生まれた時や正月の若水

は､この井戸から汲んだ｡1996年6月30日に

改築され､現在は農業の用水として使われてい

る｡

1



ウフシーのシーグヮー【地図21】

ウフシヌシーと呼ばれている大きな石灰岩の

下には､戦後に避難民の収容所の人たちが利

用していた井戸がある｡現在は､農業の用水と

して使われている.俗に｢ウフシヌカ-｣とも呼ば

れている｡

ジョーミチャ一基【地図21】

この墓は､名嘉真宜勝の分類の｢掘り込み墓｣

である｡ただし､墓の外形の特徴は､墓口の前

に3つの入口を設けている｡3つの門があるこ

とで､村びとは ｢ジョーミチャーバカ｣と呼んで

いる｡俗にその墓は ｢ムエーバカ (模合という組

織で所有する墓)｣とも言われているので､村の

ある知人や有志などで共有する墓であると考え

られる｡

ビジュル【地図22】

泡瀬交差点の南東側に位置する｡村びとは､

｢ビジュル｣とか ｢ビージュル｣と呼んでいる｡海

瀬のビジュルには海にまつわる口碑が残されて

いる｡神体は､｢海に浮いていた石｣を示巳ってい

る｡ビジュル参詣 (ビージュルムヌメ-)は旧暦

5月5日と9月中の祭があり､祈願の内容は子

安､子育て､旅の安全などである｡現在は､一

帯に鳥居と神殿が建てられており､各地からの

参拝者が絶えない｡

メーヌウタキ【地図22】

ビジュルの東側に位置する｡石碑には ｢前之

御縁 昭和五六年九月吉日 改築｣とある｡ま

つりなどで村びとたちが巡礼する拝所のひとつ

となっている｡



126 ウブガー【地図22】

メ-ヌウタキの東側には､ウブガ-がある｡

井戸は形だけで水量はない｡まつりなどで村び

とたちが巡礼する拝所のひとつとなっている｡

火之神【地図22】

ビ



カーヌモー【地図22】

泡瀬の共同井戸である｡この一帯は､20年ほ

ど前まで畑地であったが､近年住宅街へと変

わった｡井戸の改修は､昭和60年である｡まつ

りなどで村びとたちが巡礼する拝所のひとつと

なっている｡

クボーヌウタキ【地図23】

現在は､倉敷ダムの一部になっている｡大工

廻の拝所などは､八重島の森に移されている｡

その拝所から村びとたちは倉敷ダム一帯へ遥

拝しているようだ｡
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『白川屋取集落』沖縄市教育委員会 1985

『越来城』沖縄市教育委員会 1988

『津嘉山森遺跡』沖縄市教育委員会 1991

『池原のウスデーク』沖縄市教育委員会 1998

『馬上原遺跡』沖縄市教育委員会 2000

『古代の沖縄市』沖縄市教育委員会 1995

『知花遺跡群』沖縄県教育委員会 1978

『仲宗根貝塚』沖縄県教育委員会 1980

『金石文一歴史資料調査報告書Ⅴ-』沖縄県教育委員会 1985

『知花遺跡』沖縄県教育委員会 1986

『竹下遺跡』沖縄県教育委員会 1986

胡屋字詰編集委員会編 『胡屋の今昔写真集』沖縄市字胡屋共有会 1991

胡屋誌編集委員会編 『胡屋誌』沖縄市胡屋共有会 1994

古謝誌編集委員会編 『古謝誌』古謝自治会 1999

美里自治会編 『美里誌』美里自治会 1993

美里今昔写真集編纂委員会編 『美里今昔写真集』美里今昔写真集編纂委員会 1993

上地誌編集委員会編 『上地誌』上地郷友会2000

比嘉永昌編 『老友会二十周年記念誌』山内老友会 1984

島田寄子編 『山内婦人会のあゆみ』沖縄市山内婦人会 1986

沖縄市諸兄里老人クラブ編 『楊梅一沖縄市諸兄里老人クラブ25周年記念-』沖縄市諸兄里老人クラブ 1991

沖縄市諸兄里老人クラブ編 『楊梅一沖縄市諸兄里老人クラブ35周年記念-』沖縄市諸兄里老人クラブ2000

沖縄県中部農業改良普及所 『農業と生活一池原･登用･知花-』沖縄市経済部農林水産課 1983
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文化財一覧
遺跡

桃原洞穴遺跡

津嘉山森遺跡

室川貝塚

仲宗根貝塚

馬上原遺跡

八重島貝塚

知花遺跡

明通遺跡

富里川原貝塚

八重島茶城原遺物散布地

泡瀬地先遺物散布地

那志原遺跡

上地長次原遺跡

インジングシク

越来グシク

知花グシク

竹下遺跡

満喜世遺跡

与儀遺跡

与儀御願所遺物散布地

比屋根遺跡

大里エ-ヤマ遺跡

石城原遺跡

センター公園内遺物散布地

天之岩戸向洞穴遺跡

アマグシク跡

知花焼窯跡

内喜納登窯

池原

アサトガー

防空壕

ジョーミチャー墓

ガンヤー

サンスグノットの碑

アシビナ一

木火土金水碑

諸人泉

妙泉

神アサギ

シーシヤー

ビジュル

メ-ヌカ-ヌイジュン

ヌ-ルガ-

豊川

ムートウガ一

昔之御恵

ミ-ガ-

印部土手

北の四方神

西の四方神

178

東の四方神

南の四方神

神アサギ

32 火ヌ神

40 分村碑

36 ウズミグムイ

37 スクブ御森

40

38 知花

39 ウガンヌシー

41 ユナガ-

41 火の神

42 奉安殿

42 忠魂碑

43 ビジュル
43 ミ-ヤウタキ

79 道路元標

79 メーデ ーガ-

79 地頭代火之神

79 ヌンドゥルチャ-

80 チンガ-アタイ

80 グシクヌニー井戸

80 美里グシク

越来

80 尚宣威王の墓

81 トウンチヌスバヌヒヌカン

81 富原ガ-

81

81

82

82

44 カンサジャー(神アサギ) 82

48 上ヌ殿毛(イーヌトウヌモ-) 82

50 ウガンジュ 83

51 鬼大域の墓 83

52 夏氏大宗墓の石碑 83

53 祝女墓 83

53 カーグヮ- 84

54 フクマガ- 84

54 ナ-カント-イジュングヮ- 84

55 イーヌカ- 84

55 シチャウジュンガ-跡 85

56 メ-ヌカ-ガ一橋 85

56 メ-ヌカ-ガ-

60 シ-シヤー

60 アガリカー

白川

74 クシヌカ-

74 クカー

74 アカイジュマ-

74

75 松本

75 ソナンウガンジュ 87

75 クンダガー

75

76 美里

76 カフンジャー橋

76 ビジュル
76 イジュンガー

77 印部石

77 ジナンヌシチャヌカー

キッチャガー

ニーブガ-

77 ヒンジヤン御縁

77 ヒチャヌウカー

78 ヒ-ジャ-ガ-

78 ヒ-ジヤ-池跡地

78 シリーモーガ-

78 セ-クガ-

87

7

7

8

8

8

8

9

9

9

9

0

0

0

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

ワクガ-

西森公園の拝所

ヒジュルガ-

拝領の白棒

タ-チュ-ガ-

ヌルドゥンチガ-

御殿川ヌメ-ヌカ-

ヌルドゥンチャ一

越来グシクの拝所

八重島

大工廻の拝所

ヤシマガ-

安慶田

ムトウジマガ-

安慶田の拝所

アガリガ-

照屋

アガリヌウタキ

アガリヌカ一

宮里

ビジュル

上地

アシビナ-

ウフガー

イジュングヮ-

ユージャガー

胡屋･仲宗根

ムルガ一

室川井泉

照又井

あがりゆ-拝所跡

仲宗根ウガン

ミ-ガ-

石碑

シーサー

アガリ森

フサトガー

ナヂチガ-

0

1

1

l

1

2

2

9

9

9

9

9

9

9

2

2

3

3

3

3

4

4

4

4

5

5

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

5

5

9

9

6

7

9

9

7

7

8

8

9

9

9

9

8

8

9

9

9

9

0

0

0
0

1

9

9

9

9

9

9

0

0

0
0

0

1

1

1

1

1



山内

イリーガー

シリンカーヌカー

トウイヌフアヌウタキ

メ-ヌカー

マ一二ヌネカタ

お宮

アシビナ-

メ-アガリガー

ナカマチガ-

諸兄里

タケ-ラビジュル

メ-ヌカ-

ヤマガ-カー

フサトウガ-

お宮

メ-ヌハラガー

創元之宮

園田

ソングガ-

ソージガ-

山里

ヒヤーナ-

シーサー

与儀

ウガン

与儀御願所

アナガ-

アシビナ-

上殿

アタンジャガー

トニーヌカ-

防空壕跡

トニー

ヒ-ケーシー

ウブガ-

石碑

火の神

ジトーヤー

イーヌモー

渡口の屋敷跡

クガニチュ-

ウルグチガ-

比屋根

ウガン

トウングヮ-

シーシヤー

ウフドゥン

アシビナ-

拝所

ジョーヌスバ

1

l
1

2

2

2

2

3

3

0

0
0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ウフガ-

オーグヮ-ビジュル

塩田跡地

魚垣

高原

イーヌカー

トウヌ

ウブガ-

シードウ-モー

エークラガー

満喜世殿

103 マンジュウガンジュ

103

104 大里

104 トウンチャー

104 ウサチガ-

104 エーガ-

105 エーヤマガー

タキグサイ

カンジャーガ-

105 地頭火ヌ神

105 ソーリーガー跡

ン′-ン/

105 ヌールガ-

106 カーウリーガー

6

6

6
7

7

7

7

8

8

8

8

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

1

1

l

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ウマアシビクムイ

ウサチウガンジュ

ウガングヮ-ヤマ

大里のウブガ-

ヒ-ゲ-シー

東桃原

アシビナ-

カーミンスク-

ソーリガ-

ソーリガ-

古謝

知念大屋久の墓

津嘉山森墓碑

ヌヌサラシガー

シーサー

イシビラ

ウ-チュガ-

ミ-ガ-

アシビナ-

ソーリーガー

イーウガン

カミヤ-

ウブガ-

地頭火之神

クモコウタキ

イリヌシーサー

メ-ヤードウイカー

2

2

3

3

1

1

1

1

1

1

1

1

アガリヌシーサー

泡瀬

ビジュル

ガンヤー

ウフシーのシーグヮ-

113 ジョーミチャー墓

113 ビジュル

114 メ-ヌウタキ

114 ウブガ-

114 火之神

114 ミーガ-

115 アガリヌウタキ

カーヌモー

5

5

5

6

6

6

6

7

7

7

7

8

8

8

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

9

9

0

1

1

1

2

日
コ
r:

:

0

0

0

1

1

1

1

2

2

2

2

3

3

3

3

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

倉敷

クボーヌウタキ

4

4

5

5

5

5

6

6

6

6

7

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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